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村
山
家
文
書
解
読

北
海
道
開
拓
記
念
館
収
蔵

「
石
狩
場
所
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夷
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石
狩
御
場
所
蝦
夷
人
撫
育
筋
書
上
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小
使
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り
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下
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一
一
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ニ
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酒
五
升
入
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畑
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弐
把
宛
手
当
仕
候

一
、
元
朝
年
始
之
祝
儀
与
し
て
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部
ニ
而
雑
前
…
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井
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ニ
付
清
酒
五
合
ッ
、
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平
夷
人
一
同
江
ハ
餅
五
枚
宛
井
清
酒
濁
酒

と
も
手
当
仕
候

て
春
隣
場
緋
漁
出
稼
之
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代
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て
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候
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y
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2
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t

p
i
i
局、
2
ろ

、
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2 

て
七
月
十
六
日
役
夷
人
壱
人
ニ
付
清
酒
五
合
濁
酒

五
ム
口
宛
居
合
平
夷
人
江
ハ
濁
、
調
五
合
宛
手
当
仕
候

右
者
乙
名
小
使
井
土
産
取
之
夷
人
江
壱
人
ニ
付

如
此
遣
し
候
品
ニ
御
座
侠

外
ニ

1 



蝦
夷
盃
ニ
而
弐
盃
ッ
、
給
さ
せ
膳
部
二
而

賄
仕
来
ニ
御
座
候

清
酒

濁
酒

飯

J
f
 清

酒
濁
酒

飯

弐
盃

弐
盃

弐
盃

平
夷
人

壱
人
一
一
付

宛

壱
盃

壱
盃

壱
盃

宛

井

セ
カ
チ

カ
ナ
チ

壱
人
ニ
付

右
者
元
小
家
よ
り
遣
し
品
ニ
御
座
候

て
平
夷
人
之
内
御
軽
物
出
精
井
働
方
相
廟

候
者
江
年
々
ヲ
ム
シ
ヤ
之
棚
清
酒
三
升
入
壱
樽

姻
享
弐
包
ッ
、
手
宛
仕
侯
外
ニ
清
酒
夷
盃
ニ
而

弐
盃
ッ
、
膳
部
ニ
而
賄
仕
候

一
、
春
中
隣
場
出
稼
緋
漁
中
ハ
勿
論
五
月

引
上
候
迫
ハ
夫
々
手
当
罷
有
候
儀
共
ヲ
ム
シ
ヤ

当
日
ニ
ハ
出
稼
士
宮
ケ
所
ニ
付
濁
酒
弐
升
入
壱
樽

宛
出
稼
毎
手
当
仕
候
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一
、
ヲ
ム
シ
ヤ
相
済
候
後
御
給
所
前
ニ
お
ゐ
て

塗
大
桶
江
濁
酒
凡
=
一
石
程
入
乙
名
小
使
平

夷
人
打
混
し
酒
盛
為
致
候
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一
、
年
々
秋
彼
岸
差
入
よ
り
日
数
十
五
日
程
茂

漁
業
被
致
候
上
ニ
而
例
年
之
通
初
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カ
ム
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呑
与
相
唱
網
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統
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弐
斗
入
壱
樽
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入
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右
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ヲ
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カ
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引
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数
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老
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と
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付
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酒
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盃
宛
手
当
仕
候



右
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壱
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一
、
元
小
家
緋
網
済
夷
人
壱
人
ニ
付
夏
冬

と
も
造
米
弐
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仕
侯

同
夜
廻
夷
人
壱
人
ニ
付
春
秋
両
度
ニ
造
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造
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仕
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、
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度
ニ
造
米
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俵
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味
綱
引
場
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夷
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男
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付

造
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て
大
晦
日
年
越
祝
儀
与
し
て
岩
合
役
夷
人

一
同
壱
人
一
一
付
清
酒
五
合
弁
膳
部
ニ
而

賄
仕
候

一
、
居
合
平
夷
人
一
向
江
餅
五
枚
宛
井
清
酒

濁
酒
と
も
手
宛
仕
候

外
ニ

他
場
所
雇
夷
人
帰
郷
之
節
ヲ
シ
ヨ
ロ

タ
カ
シ
マ
ヨ
イ
チ
フ
ル
ヒ
ラ
役
夷
人
井
壱
人
ニ
付

造
米
士
宮
俵
麹
四
升
入
壱
俵
畑
草
壱
把

筋
子
半
樽
宛
平
夷
人
壱
人
ニ
付
畑
草

壱
把
白
木
綿
壱
尺
き
せ
留
壱
本
宛

井
道
中
飯
米
壱
人
ニ
付
三
升
草
軽
三
足

宛
手
宛
仕
候

一
、
隣
場
出
稼
所
等
江
諸
用
向
ニ
而
書
状
等

為
持
遣
し
候
夷
人
江
定
式
介
抱
之
外
飯
壱
盃

濁
酒
弐
盃
手
宛
仕
候
他
場
よ
り
前
同
断

参
リ
倹
夷
人
江
同
断
手
宛
仕
侯
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一
、
練
寡
孤
濁
之
者
身
寄
之
者
江
預
ケ
置

介
抱
仕
侯
親
類
無
之
者
ハ
役
夷
人
共
江

預
ケ
置
申
侯

一
、
病
夷
有
之
候
節
ハ
薬
用
中
白
米
ニ
而

介
抱
仕
看
病
番
人
附
置
手
宛
仕
候

て
夷
人
死
去
之
節
ハ
玄
米
士
宮
升
濁
酒

弐
升
畑
草
壱
把
白
木
綿
壱
尺
宛

宛
手
宛
仕
候

右
之
通
蝦
夷
人
撫
育
方
取
扱
向

手
宛
等
奉
書
上
候
以
上

卯
四
月

イ
シ
カ
リ

請
負
人

阿
部
屋

停
次
郎

{
解
説
】

「
撫
育
」
と
は
、
は
江
戸
時
代
に
土
民
(
そ
の
土
地
の
民
)
を
救
済
を
救
済
す

る
方
法
と
し
て
各
藩
が
と
っ
た
政
策
で
あ
る
。
蝦
夷
地
で
も
松
前
藩
お
よ
び
直
轄

時
代
に
は
幕
府
は
こ
れ
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
男
女
老
人
な
ら
び
に
子
供
、

あ
る
い
は
病
気
で
働
け
な
い
者
な
ど
へ
の
施
米
、
ま
た
は
極
老
・
鰍
寡
・
孤
独
者

へ
の
贈
物
、
さ
ら
に
オ
ム
シ
ャ
や
そ
の
他
の
祝
祭
日
の
際
に
お
け
る
役
土
人
を
初

め
、
男
女
平
土
人
全
員
に
対
す
る
酒
食
の
供
応
、
物
品
の
供
与
な
ど
を
す
る
こ
と

、.
ー
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ふ乞い、っ。

こ
の
童
日
面
は
石
狩
場
所
請
負
人
の
阿
部
屋
村
山
惇
次
郎
が
石
狩
場
所
に
お
け
る

「
ア
イ
ヌ
撫
育
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
箱
館
奉
行
所
石
狩
詰
所
に
提
出
し
た
書
面

の
控
で
あ
る
。
卯
四
月
と
あ
る
の
は
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
頃
と
思
わ
れ
る
。

参
考
文
献
(
北
書
一
房
「
北
海
道
郷
土
史
辞
典
」
)

《
語
句
の
意
昧
》

o

ヲ
ム
シ
ヤ
(
オ
ム
シ
ヤ
)

ア
イ
ヌ
民
族
が
旧
知
の
人
に
再
会
し
た
時
に
贈
物
を
お
く
り
あ
っ
て
行
う
儀

式
「
ウ
ム
シ
ヤ
」
の
転
枕
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人
と

の
交
易
は
、
オ
ム
シ
ヤ
の
儀
式
を
と
も
な
っ
た
贈
答
的
交
易
と
し
て
始
っ
た
と

考
え
る
ひ
と
も
い
る
。

商
場
交
易
の
時
代
に
は
、
派
遣
さ
れ
た
夏
商
船
や
交
易
の
た
め
に
交
易
所

(
運
上
屋
)
で
、
オ
ム
シ
ヤ
の
儀
式
と
交
易
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
場
所
請
負
制

度
が
展
開
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
が
運
上
屋
の
も
と
で
使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
練
な
ど
の
春
漁
の
終
っ
た
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
夏
オ
ム
シ
ヤ
を
中
心
に
、

秋
味
漁
の
始
ま
る
前
の
秋
オ
ム
シ
ヤ
な
ど
、
年
に
二
、
三
度
行
わ
れ
、
内
容
も

形
式
化
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
に
酒
、
煙
草
な
ど
を
振
舞
い
、
場
所
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
法
令
を
読
み
聞
か
せ
る
場
と
な
っ
た
。
幕
府
が
蝦
夷
地
を
直

轄
し
、
諸
藩
に
蝦
夷
地
の
警
衛
を
委
ね
た
が
、
諸
藩
が
警
衛
地
で
行
っ
た
同
様

の
儀
式
も
、
オ
ム
シ
ヤ
と
呼
ば
れ
た
。
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
オ
ム
シ

ヤ
の
日
は
、
日
頃
の
苛
酷
な
労
働
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
日
と
な
っ

た
の
で
、
終
日
酒
宴
が
つ
づ
い
た
。

参
考
文
献
(
北
海
道
開
拓
記
念
館
『
蝦
夷
地
の
こ
ろ
』
)

O

カ
ム
イ
呑
(
カ
ム
イ
ノ
ミ
)

カ
ム
イ
ノ
ミ
と
は
、
「
神
に
祈
る
」
と
い
う
意
味
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
、
神

格
で
あ
る
カ
ム
イ
を
帰
す
儀
式
。
例
え
ば
、
狩
の
獲
物
に
対
し
て
、
獲
物
を
着

て
自
ら
の
も
と
へ
来
て
く
れ
た
カ
ム
イ
に
感
謝
し
、
神
の
国
へ
送
り
帰
す
熊
送

。
り
の
儀
式
「
イ
ヨ
マ
ン
テ
」
な
ど
も
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
一
種
で
あ
る
。

役
夷
人
(
ゃ
く
い
じ
ん
)

松
前
藩
が
ア
イ
ヌ
社
会
を
統
制
す
る
た
め
に
置
い
た
役
職
。

コ
タ
ン
(
村
)
で
は
次
の
三
役
を
置
い
た
。

・
乙
名
(
お
と
な
)

H
長
老
コ
タ
ン
の
酋
長

・
小
使
(
こ
づ
か
い
)

H
乙
名
の
補
佐
役

-
土
産
取
(
み
や
げ
と
り
)

H
儀
式
の
と
き
土
産
を
賜
る
者
と
し
て
任
命

さ
れ
た
長
老
。

平
夷
人
(
ひ
ら
い
じ
ん
)

H
役
を
も
た
な
い
一
般
の
ア
イ
ヌ

セ
カ
チ
H

ア
イ
ヌ
の
男
の
子
供

カ
ナ
チ
H

ア
イ
ヌ
の
女
の
子
供

膳
部
(
ぜ
ん
ぶ
)

H
謄
に
の
せ
た
食
べ
物
。
料
理
。

造
米
(
ぞ
う
ま
い
)

H
夷
俵
(
八
升
入
の
俵
)
に
入
っ
た
精
米
さ
れ
た
米
。

濁
酒
(
に
ご
り
ざ
け
)

H
ど
ぶ
ろ
く
発
酵
さ
せ
た
だ
け
の
白
く
濁
っ
た
酒
。

元
小
家
(
も
と
ご
や
)

H
運
上
家
の
こ
と
。
た
だ
し
元
小
家
は
石
狩
の
み
。

地
廻
り
(
じ
ま
わ
り
)
焔
草

H

松
前
の
和
人
(
商
人
)
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
煙
草
。

定
式
(
て
い
し
き
・
じ
よ
う
し
き
)

H
き
ま
っ
た
や
り
方
。

鰻
寡
(
か
ん
か
)

H
妻
を
失
っ
た
男
と
夫
を
失
っ
た
女

。。。。。。。。。。

文
責

石
狩
市
郷
土
研
究
会

「
村
山
家
文
書
を
読
む
会
」

田

中

賀

村

山

耀

一

仲

野

孝

安
井
澄
子
吉
本
愛
子
鈴
木
ト
ミ
ヱ

三
島
照
子
高
瀬
た
み
秋
山
正
子
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十
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月
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遣
し
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事

正
月
之
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井
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月
節
句
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五
月
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き
其
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ご
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う
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法
事

之
節
送
金
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廻
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者
別
家

親
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共
ニ
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と
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之
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止
メ
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申
事
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4
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路
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怜
事
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¥
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B
命

7
9
¥
τ

年
令
詩
句

〈
場
A
b
/
み
稿
A3F
議
は
ヤ
モ

イ

?
J
も
p
i

手
船
之
分
不
残
賄
品
者
一
切
遣
し

不
申
候
問
右
替
と
し
て
右
之
揚
り
帆

之
分
舟
中
江
遣
し
申
侯
事

下
男
頭
之
も
の
壱
人
-
一
付
給
金
之
外

別
段
七
月
米
壱
俵
十
二
月
同
弐
俵

相
増
遣
候
問
炭
薪
油
井
材
木
板
之

類
縄
蓬
切
々
共
其
外
何
品
ニ
至
迫

格
別
心
ヲ
用
一
切
す
た
り
之
品
等

無
之
様
一
々
取
形
付
ケ
仕
舞
置

入
用
有
之
節
者
相
用
候
様
入
念
候

様
ニ
可
申
付
事

但
別
段
ニ
普
請
等
多
く
有
之
候
年

柄
一
三
石
場
所
漁
事
模
様
-
一
寄

別
ニ
手
宛
①
⑪
遣
し

φ
①
侯
事

庖
手
代
之
儀
者
給
金
相
定

可
申
事

家
内
暮
方
取
締
ヲ
付
ケ
入
用

相
減
候
様
申
談
手
法
い
た
し
侯

様
可
致
事

主
人
初
子
供
這
一
ヶ
年
金
何
程
与

取
究
メ
入
用
高
見
積
仕
切
ニ
い
た
し

可
申
事
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台
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①
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ハ
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主
人
初
子
供
詰
ハ
御
飯
汁
之
類

計
蓋
所
よ
り
請
取
候
而
自
分
部
屋

ニ
而
喰
事
致
候
間
生
魚
其
外
共
-
一

相
調
ひ
侯
品
之
分
ハ
代
料
仕
切
高

之
内
よ
り
相
梯
候
事

訓
刷
州
ふ
川
H

分

仕
着
せ
遣
候

φ
盆
者
壱
入
金

何
程
十
二
月
者
何
程
与
代
金
一
ご
間

遣
し
申
度
事

祝
儀
井
香
典
之
類
者
庖
よ
り
遣
し

可
申
候
事

御
初
穂
井
御
布
施
寺
社
寄
附
金
等

之
類
者
庖
よ
り
遣
し
可
申
事
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【
解
説
】

「
明
寅
年
よ
り
定
」
は
、
松
前
の
大
商
家
で
あ
り
、
ま
た
、
蝦
夷
地
を
代
表
す

る
場
所
請
負
人
で
あ
っ
た
村
山
家
当
主
が
、
経
費
等
運
用
の
合
理
化
と
節
減
化
を

図
る
た
め
、
役
人
・
親
類
・
使
用
人
に
対
す
る
金
子
・
物
品
の
贈
与
・
支
給
・
使

用
の
心
得
及
び
家
族
に
つ
い
て
の
日
常
の
き
ま
り
な
ど
を
、
箇
条
書
に
し
て
(
家

族
・
支
配
人
に
)
示
し
た
文
書
で
す
。

当
主
は
六
代
村
山
伝
兵
衛
寅
年
は
、
天
保
元
年
二
八
三
O
年
)
か
同
十
三

年
(
一
八
四
二
年
)
で
あ
る
こ
と
が
文
中
か
ら
推
測
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
当

時
の
村
山
家
は
、
石
狩
川
の
鮭
十
三
場
所
を
一
括
し
て
請
負
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
代
伝
兵
衛
が
松
前
第
一
の
巨
匠
で
町
年
寄
を
務
め
、
松
前
藩
か
ら

三
十
五
の
場
所
を
請
負
、
所
有
船
一

O
二
隻
に
及
ん
で
、
全
国
に
名
声
を
博
し
た

天
明
・
寛
政
期
と
は
違
っ
て
、
そ
の
財
力
は
低
下
し
資
金
運
用
は
厳
し
い
状
態
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
定
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

文
責

《
吉
田
句
の
意
昧
》

O

⑦

⑤

包

①

司

別

家

・

親

類

の

庖

印

。
衆
中
H

(
し
よ
う
ち
ゅ
う
)
多
人
数
の
居
る
な
か

o
音
信
l

(
お
ん
し
ん
)
た
よ
り

O

振
合
H

(
ふ
り
あ
い
)
他
と
比
較
し
て
の
つ
り
あ
い
バ
ラ
ン
ス

o
余
儀
な
い

H

(
よ
ぎ
な
い
)
や
む
を
得
な
い
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い

o
暮
方
H

(
く
れ
か
た
)
夕
方
自
の
暮
れ
る
時
刻

0
別
段
H

(
べ
つ
だ
ん
)
と
り
わ
け
と
く
に
格
別

O

仕
舞
H

(
し
ま
う
)
し
ま
う
こ
と
は
で
や
め
る
こ
と
や
め
る
こ
と
終
わ
り

o
普
請
U

(
ふ
し
ん
)
土
木
工
事

。
申
談
H
(も
う
し
だ
ん
ず
)
も
う
し
は
な
し

0

仕
着
せ

H
(
し
き
せ
)
季
節
に
応
じ
て
従
業
員
に
衣
服
を
あ
た
え
る
こ
と

あ
た
え
る
ま
ま
の
も
の

石
狩
市
郷
土
研
究
会

「
村
山
家
文
書
を
読
む
会
」

田

中

賓

村

山

耀

一

仲

野

孝

安
井
澄
子
吉
本
愛
子
鈴
木
ト
ミ
ヱ

三
島
照
子
高
瀬
た
み
秋
山
正
子
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石
狩
川
河
口
に
於
け
る
サ
ケ
地
曳
網
漁
回
顧

吉
岡
玉
吉

一一一

は
じ
め
に

石
狩
市
本
町
地
区
は
そ
の
む
か
し
「
サ
ケ
に
始
っ
て
サ
ケ
で
栄
え
た
街
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
街
の
中
心
は
花
畔
、
樽
川
(
花
川
)
地
区
に
移
り
、

今
日
で
は
弁
天
歴
史
通
り
や
石
狩
浜
海
水
浴
場
あ
そ
ビ

I
チ
、
温
泉
施
設
な
ど
を

中
心
と
す
る
観
光
街
と
な
り
訪
れ
る
人
々
の
憩
い
の
地
と
変
貌
し
て
い
る
。

今
日
、
鮭
漁
は
海
水
面
に
於
け
る
定
置
網
漁
の
一
漁
法
の
み
に
よ
っ
て
操
業
さ

れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
年
ま
で
は
、
石
狩
川
の
内
水
面
漁
が
行
わ
れ
て
お
り
こ

の
漁
法
の
ほ
か
に
、
地
曳
網
、
流
網
、
刺
網
三
漁
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
今
回
本

稿
で
取
上
げ
る
地
曳
網
漁
は
、
内
水
面
鮭
流
網
、
刺
網
漁
禁
止
後
も
石
狩
川
内
水

面
の
サ
ケ
鮮
化
事
業
の
た
め
五
場
所
の
地
曳
網
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
ま
で

継
続
し
た
漁
法
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
北
海
道
遺
産
石
狩
川
歴
史
・
文

化
伝
承
事
業
と
し
て
ホ
リ
カ
ム
イ
で
復
活
し
た
。
こ
の
漁
法
は
江
戸
時
代
か
ら
続

く
伝
統
漁
で
あ
り
、
石
狩
の
風
物
詩
と
し
て
観
光
的
に
も
有
名
で
親
し
ま
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
大
正
期
以
降
の
漁
の
概
要
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
漁
業
の
名
称

石
狩
川
鮭
地
曳
網
漁

二
、
漁
獲
物
の
種
類

鮭

三
、
漁
業
免
許

鮭
特
別
定
第

O
O号

北
海
道
庁

四
、
操
業
期
間

走

り

漁

自

九

月

一

日

後
取
り
漁
自
十
一
月
十
五
日

五
、
操
業
場
所
石
狩
川

大
正
後
期
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で

ー

、

ヤ

ウ

ス

パ

場

所

廃

止

昭

和

初

期

カ
み
て
い
ね

2
、

上

貞

寧

ク

ク

昭

和

六

年

頃

し
も
て
い
ね

3
、

下

貞

寧

ク

(

渡

船

場

上

)

廃

止

昭

和

十

三

年

注
昭
和
十
五
年
1
同
十
八
年
ま
で
地
曳
網
名
儀
で
日
中
、
二
隻
の
磯
舟
で
流
網

漁
を
行
う
。
昭
和
三
十
年
前
半
、
漁
組
内
に
共
同
組
合
設
立
し
て
地
曳
網
漁

一
ケ
統
再
開
。
四
主
年
で
中
止
。

わ
っ
か
お
い

4
、

若

生

場

所

(

渡

船

場

下

)

廃

止

ほ
り
カ
む
い

5
、
堀
神
威
場
所
(
呼
称
ホ
リ
カ
モ
イ
)

9

6
、

来

札

場

所

(

中

洲

)

ク

注
左
岸
昭
和
七
・
八
年
頃
再
開
し
た
こ
と
も
あ
る
。

7
、

燈

台

下

場

所

廃

止

8
、
志
美
場
所

至
十
月
三
十
一
日

至
十
二
月
末
日

昭
和
十
五
年

昭
和
一
二
十
年

大
正
末
期
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昭
和
四
年
頃

明
治
後
期

六
、
漁
具
の
状
況

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
漁
場
(
川
幅
・
水
深
・
流
れ
の
強
弱
)
に
よ
っ
て
、
網

丈
長
さ
に
相
違
あ
り
。
本
項
で
は
堀
神
威
場
所
を
基
準
と
す
る
。

昭
和
十
年
代

地
曳
網
漁
は
出
網
、
袋
網
(
ス
ド
)
、
入
網
(
他
出
綱
・
入
綱
)
か
ら
な
る

全
長
一
五
二
尋
(
二
二
八
メ
ー
ト
ル
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一

脇
即
ち
袋
網
に
連
接
す
る
と
に
巧
の
}
網
丈
け
は
、
七
尋
(
一

O
、
五
メ
ー
ト

ル
)
、
袋
網
(
ス
ド
)
は
太
三
本
子
、
二
寸
八
分
(
八
、
四
セ
ン
チ
)
長
さ

八
尋
三
尺
(
一
二
、
九
メ
ー
ト
ル
)
袋
底
に
魚
を
追
い
つ
め
て
開
放
す
る
た

め
先
端
を
綱
(
ロ

l
プ
)
で
結
び
、
そ
の
綱
を
一

O
尋
二
五
メ
ー
ト
ル
)



だ

ん

品

一

え

ほ

し

程
度
と
し
、
そ
の
最
先
端
浮
子
に
を
付
け
る
。
袋
網
の
位
置
に
烏
帽
子
型
の

だ

ん

ぷ

泊

も

い

だ

ん

A

浮
子
(
神
威
浮
子
)
を
付
け
目
印
と
す
る
。
(
曳
網
の
中
心
を
一
目
で
判
別

出
来
る
た
め
)

で

あ

み

l
、
出
網

長
さ
五
六
尋
(
八
四
メ
ー
ト
ル
)
、
網
丈
七
尋
(
一

o、
五
メ
ー
ト
ル
)

河
水
の
増
水
に
よ
っ
て
二
脇
部
を
は
ず
す
。

ハ
門
一
脇
、
太
三
本
子
、
三
寸
目
(
九
セ
ン
チ
)
長
さ
二
四
尋
(
三
六
メ
ー
ト
ル
)

同
二
脇
、
太
三
本
子
、
四
寸
目
二
二
セ
ン
チ
)
長
さ
三
二
尋
(
四
八
メ
l

ト
ル
)

①
あ
ば
浮
子
た
な
手
綱
径
五
分
(
一
、
五
セ
ン
チ
)
の
ロ
l
プ。

②
メ
ク
グ
リ
径
一
分
五
厘

(
O
、
四
五
セ
ン
チ
)
麻
糸
。
一
割
の
寄

せ
を
入
れ
上
下
共
同
じ
長
さ
に
す
る
。

あ

し

た

な

③
沈
子
手
綱
径
五
分
五
厘
(
一
、
六
五
セ
ン
チ
)
の
ロ

l
プ。

あ

ぱ

④
浮
子
(
昭
和
十
年
頃
、
横
町
加
藤
桶
屋
で
作
成
)

と
ど
ま
っ

木
製
(
椴
松
)
長
さ
一
尺
四
寸
(
四
二
セ
ン
チ
)
幅

四
寸
(
一
二
セ
ン
チ
)
厚
さ
、
中
真
一
寸
四
分
(
四
、

二
セ
ン
チ
)
両
端
五
分
(
て
五
セ
ン
チ
)
そ
の
両

あ

ぱ

た

端
に
穴
を
開
け
「
ア
パ
」
を
こ
れ
に
通
し
て
浮
子
手

綱
に
結
び
つ
け
る
。

一
脇
は
八
寸
(
二
四
セ
ン
チ
)
聞
に
隔

て
、
一
枚
付
け
、
二
脇
は
九
寸
(
一
一
七
セ
ン
チ
)
1
一
尺
二
寸
(
三
六

セ
ン
チ
)
に
一
枚
付
け
る
。

あ

し

た

な

あ

し

沈
子
手
綱
の
沈
子

つ
な
あ
し

綱
足
は
鉛
製
で
一
個
、
量
目
二
五
匁

(
O
、
九
キ
ロ
)
之
を
一
脇
八
寸

(
二
、
四
セ
ン
チ
)
間
隔
に
一
個
、
二
脇
は
一
尺
今
一
一
0
セ
ン
チ
)
間

隔
に
一
個
を
付
け
る
。

す
じ
な
わ

筋
縄
径
三
分

(
O
、
九
セ
ン
チ
)

ト
ル
)
を
用
い
る
。

一一一(四)

の
麻
縄
。

長
さ
四
尋
(
六
メ
l

た
て
づ
な
う
わ
づ
な

立
網
上
綱
は
径
六
分
(
一
、
八
セ
ン
チ
)
の
ロ
1
プ。

つ

ら

し

も

づ

な

長
さ
三
尋
(
四
、
五
メ
ー
ト
ル
)
で
浮
子
手
綱
に
連
な
り
、
下
綱
は

径
六
分
の
ロ
l
プ
で
長
さ
五
尋
(
七
、
五
メ
ー
ト
ル
)
沈
子
手
綱
に
連

な
る
。
こ
の
量
綱
を
「
ツ
ボ
」
に
合
す
。

い
れ
あ
み

2
、
入
網

長
さ
九
六
尋
二
四
四
メ
ー
ト
ル
)
網
丈
七
尋
(
一

O
、
五
メ
ー
ト
ル
)

付
一
脇
か
ら
四
脇
ま
で
あ
り
、
長
さ
夫
々
二
四
尋
(
一
二
六
メ
ー
ト
ル
)

網
目
、
一
脇
太
三
本
子
三
寸
目
(
九
セ
ン
チ
)
二
脇
太
三
本
子

四
寸
日
二
二
セ
ン
チ
)
一
一
一
脇
、
四
脇
共
三
本
子
五
寸
目
(
一
五

セ
ン
チ
)
と
す
る
。

①
浮
子
手
綱
径
五
分
(
一
、
五
セ
ン
チ
)
の
ロ

l
プ。

②
沈
子
手
綱
径
四
分
(
一
、
二
セ
ン
チ
)
の
ロ

l
プ。

③
メ
ク
グ
リ
径
一
分
五
厘

(
O
、
四
五
セ
ン
チ
)
の
麻
糸
。

一
割
の
寄
せ
を
入
れ
て
上
下
共
同
じ
長
さ
と
す
る
。

注
河
水
の
増
水
で
三
四
脇
を
は
ず
す
。

④

浮

子

出

網

と

同

じ

。

同
綱
足
鉛
製
、
量
目
一
個
二
五
匁
(
九
四
グ
ラ
ム
)

一
脇
は
八
寸
(
二
四
セ
ン
チ
)
問
隠
に
一
個
、
二
脇
は
一
尺
(
三
0
セ

ン
チ
)
、
三
・
四
脇
は
一
尺
二
寸
(
三
六
セ
ン
チ
)
間
隔
に
一
個
を
付

け
る
。

同
出
網
・
入
網
の
附
属
用
具

①
キ
ン
タ
マ
石

量
目
一
貫
目
(
三
、
七
五
キ
ロ
)
位
の
自
然
石
を
荒
縄
ま
た
は
ロ
ー

プ
で
巻
き
増
水
時
や
干
潮
時
に
沈
子
手
綱
に
付
け
網
の
流
れ
を
調
節

す
る
。

チ
ン
(
チ
ェ
ー
ン
の
批
)

錨
用
の
鎖
。
各
脇
に
一
一
一
Ili--
五
偲
。
増
水
時
沈
子
手
綱
に
つ
け
手
綱
の

振
れ
を
防
ぐ
。

(五)

② 
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③ 

カ
ラ
ッ
プ
(
カ
ラ
プ
o

ア
イ
ヌ
語
。
さ
わ
る
、
触
れ
る
の
意
)

沈
子
手
綱
が
摂
れ
な
い
た
め
に
、
三
尋
(
四
、
五
メ
ー
ト
ル
)
に
一

個
の
割
り
合
に
付
け
る
。
(
特
に
増
水
時
)

材
質
と
作
り
方
材
質
ブ
ド
l
蔓
ま
た
は
イ
タ
ヤ
の
若
木
。
三
O

セ
ン
チ
位
の
摂
じ
て
輸
を
作
る
。
作
り
方
焚
火

を
し
、
周
回
に
樺
を
円
形
に
立
て
若
木
を
熱
し
て

丸
く
輪
を
作
る
。

ナ
デ
ワ
ラ
撫
藁

あ

し

た

沈
子
手
網
が
河
底
で
障
害
物
や
砂
泥
底
に
跡
り
込
ま
な
い
よ
う
に

(
河
底
を
滑
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
)
「
藁
」
で
被
う
。
増
水

時
に
も
取
り
付
け
る
。

一
0
セ
ン
チ
位
に
束
ね
て
、
四
五
メ
ー
ト
ル
置
き
に
沈
子
手
綱
に

巻
き
つ
け
る
。

3
、
出
綱

径
六
分
(
一
、
八
セ
ン
チ
)
の
ロ

l
プ
長
さ
二
O
尋
(
三
0
メ
ー
ト
ル
)
、

時
に
よ
っ
て
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

で
づ
な
く
い

ハ
門
出
綱
杭

曳
網
を
掛
け
廻
す
に
は
陸
に
出
綱
を
止
め
る
部
位
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
止
め
杭
で
あ
る
。
大
概
、
地
曳
網
の
大
き
さ
、
川
の
流
れ
に
よ
っ
て

六
本
前
後
の
出
綱
杭
が
設
置
さ
れ
る
。
曳
網
を
投
網
す
る
時
点
で
出
綱

か
ら

の
一
端
を
一
の
杭
に
絡
み
、
そ
れ
に
漁
夫
一

J
二
名
が
川
の
流
れ
、
投

ぜ

ん

じ

網
の
様
子
、
入
綱
の
巻
き
揚
げ
状
況
を
見
極
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
漸
次

六
番
目
の
杭
(
最
終
杭
)
ま
で
移
動
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
〈
資

料
二
図
参
照
》

4
、
入
綱

径
六
分
(
一
、
八
セ
ン
チ
)
の
ロ

l
プ

長

さ

七

O
尋
(
一

O
五
メ
ー
ト

ル
)
を
使
用
す
る
。

入
綱
側
は
ロ

l
プ
を
擁
嘘
(
川
岸
か
ら
三
0
メ
ー
ト
ル
位
に
設
置
し
て

④ 

あ
る
人
力
に
よ
る
巻
き
揚
げ
器
、
普
段
は
六
人
で
操
作
す
る
が
増
水
時
で

は
八
人
で
操
作
す
る
0

)

で
巻
き
揚
げ
る
。

昭
和
十
三
年
頃
か
ら
動
力
「
ド
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
巻
き
揚
げ
る
よ
う

に
な
り
人
員
削
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5
、
山
綱

出
綱
、
入
網
の
先
端
に
付
け
る
股
木
の
附
属
ロ

l
プ
で
夫
々
の
綱
を
凋
ま

せ
な
い
よ
う
に
す
る
仕
掛
け
。
径
六
分
(
一
、
八
セ
ン
チ
)
長
さ
五
尋

(
七
、
五
メ
ー
ト
ル
)
二
本
宛
。
出
網
・
入
網
側
に
付
け
る
口

l
プ。

伺
股
木
長
さ
一
尋
位
(
て
五
0
メ
ー
ト
ル
)
の
樫
ま
た
は
楢
等
の
棒
。

出
入
の
網
側
に
つ
く
。

七
、
堀
神
威
曳
場
昭
和
二
十
年
f
同
三
十
年
頃
ま
で
の
地
曳
網
の
模
様
。

船
頭
柳
田
常
義
氏
談
。

ほ
ぼ
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
概
説
す
る
と
。

O

出
網
五
十
問
(
一
間
六
尺
で
計
算
九
0
メ
ー
ト
ル
)

内
訳
一
脇
、
二
脇
、
二
十
五
間
切
り
(
四
五
メ
ー
ト
ル
)

一
脇
網
目
三
寸
五
分
(
一
O
、
五
セ
ン
チ
)
二
脇
網
目
四
寸

五
分
(
二
二
、
五
セ
ン
チ
)

袋
網
網
目
三
寸
(
九
セ
ン
チ
)
長
さ
十
五
問
(
二
七
メ
ー
ト
ル
)

袋
網
綱
長
さ
七
間
三
一
一
、
六
メ
ー
ト
ル
)
の
ロ

l
プ
。
先
端
に

だ

ん

ぶ

浮
子
。

入
網
一
O
O
問
(
一
八
0
メ
ー
ト
ル
)

内

訳

一

脇
J
四
脇
、
二
十
五
間
切
(
四
五
メ
ー
ト
ル
)

一
脇
網
目
=
一
寸
五
分
(
一

O
、
五
セ
ン
チ
)
一
一
脇
、
三
脇
四
寸

五
分
(
二
二
、
五
セ
ン
チ
)
凹
脇
五
寸
(
一
五
セ
ン
チ
)

網
丈
出
網
、
入
網
共
八
尋
(
一
二
メ
ー
ト
ル
)
1
九
尋
(
二
二
、
五
メ
ー

ト
ル
)

出
綱
、
入
綱
、
山
綱
、
股
木
共
前
説
と
同
じ
寸
法
で
使
用
。

16ー

。。。。



O

全

長

一

五

O
間
(
一
二
七
0
メ
ー
ト
ル
)

漁
船
及
び
船
具
の
状
況

あ
み
治
け
ぷ
ね

1
、
網
掛
船
(
一
一
一
半
船
『
保
津
船
』
)
一
一
隻

材
質
杉
ま
た
は
松
材
。
会
長
四
丈
五
尺
(
二
二
、
五
メ
ー
ト

ル
)
幅
胴
八
尺
五
す
(
二
、
六
メ
ー
ト
ル
)
深
さ
一
一
一
尺
(
九

0
セ
ン
チ
)

注
保
津
船
は
一
二
半
船
の
一
つ
で
あ
る
が
五
尺
(
一
、
五
メ
ー
ト
ル
)
位
小

型
の
船
で
鯨
漁
で
使
わ
れ
て
い
た
。
二
隻
配
置
に
な
る
の
は
一
場
所
、

二
ケ
統
操
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
配
置
で
あ
る
。

2
、
治
具
各
船
共

と
も
が
い

艦
権
一
丁
長
さ
一
丈
六
尺
(
四
、
八
メ
ー
ト
ル
)

操
船
時
舵
を
取
る
船
頭
用
。

早
権
十
六
丁
一
丁
の
長
さ
九
尺
(
一
一
、
七
メ
ー
ト
ル
)

ホギ
I

お
な

肪
綱
太
さ
六
分
(
て
八
セ
ン
チ
)
二
十
尋
(
二
一

0
メ
ー
ト
ル
)

注
緊
急
時
や
曳
船
等
に
使
用
す
る
ロ
!
プ
。

磯
舟
(
丸
木
舟
)

材
質
え
ぞ
松
な
ど
長
さ
一
丈
五
尺
(
四
、
五
メ
ー
ト
ル
)

幅
;
三
尺
五
寸
(
七
五
セ
ン
チ
)

ほ
う
漕
具
練
擢
(
早
期
惟
)
一

O
尺
(
一
一
一
メ
ー
ト
ル
)
一
丁

叩
き
棒
(
サ
ケ
の
身
を
締
め
る
音

さ
せ
る
た
め
頭
を
叩
く
棒
)
一
二
一
一
三
一
二
一
7.本本。

九
、
漁
業
従
事
者

従
事
者
は
一
一
ケ
統
分
。
船
頭
二
人

二

人

網

掛

係

四

人

漁

夫

=
5人

一
一
人
(
一
人
は
見
習
)
陸
廻
り
二
人

昭
和
十
二
年
以
降
聴
軽
か
ら
動
力
(
ド
ラ
ム
)
に
、
ま
た
同
十
五
・
六
年

に
な
り
網
掛
船
に
も
動
力
船
(
モ
ー
タ
ー
船
)
で
引
き
船
す
る
よ
う
に
な
り
、

船
頭
一
、
下
船
頭
一
一
、
漁
扶
一
五
人
、
計
一
八
人
で
漁
携
す
る
よ
う
に
な
っ

網
掛
船
頭
(
下
船
頭
と
も
言
、
つ
)

計
三
八
人
。
他
帳
場
(
ガ
ン
ピ
)

た。ゃ
く
び
と

1
、
役
人
及
そ
の
役
割

船
頭
漁
携
漁
獲
の
責
任
、
漁
夫
の
指
揮
監
督
。

網
掛
船
頭
曳
網
の
配
置
責
任
、
船
頭
の
補
佐
。

若
者
頭
率
先
垂
範
、
経
験
豊
富
、
信
頼
さ
れ
る
漁
夫
。

2
、
そ
の
他
、
漁
夫
の
中
か
ら
道
具
樹
、
夜
番
(
火
の
用
心
)
、
飯
焚

掛
、
昭
和
に
入
り
別
途
充
足
)
。

陸
廻
り
の
仕
事

せ
っ
そ
入
手
り

切
倉
掛

獲
っ
た
魚
を
倉
庫
や
流
し
場
に
運
び
さ
ば
捌
き
塩
造
す
る
。
新
巻
、
塩

や
ま
づ
け

引
(
山
漬
)

ソ
ボ
ロ
掛

筋
子
塩
造
、
後
取
り
鮭
の
パ
ラ
コ
製
造

注
昭
和
期
に
入
り
漁
獲
も
減
少
し
、
そ
の
よ
鮮
魚
(
生
売
り
)
と
し
て
出
荷
も
多

じ
ま
す
争

く
な
り
漁
場
で
自
賄
い
の
加
工
な
と
少
な
く
な
っ
て
陸
廻
り
の
作
業
員
の
配
置

は
な
く
な
っ
た
。

十
、
給
料
外
の
漁
夫
の
所
得

ー
、
漁
夫
の
給
与
体
形

昭
和
初
期
平
雇
二
十
五
円
前
後
の
頃
。

船

頭

二

人

扶
J
三

人

扶

下

船

頭

一

、

五

人

扶

1
二

人

扶

若

者

頭

一

・

二

人

扶

2
、
歩
合
〈
注
一
〉
九
一
金
〈
注
一
一
〉
な
ど
。

歩
合
九
一
金
等
の
所
得
の
他
に
網
却
日
に
親
方
と
の
申
合
せ
の
中
で
給
料

を
決
め
る
こ
と
。

な
ん
か
わ

曳
網
の
引
く
回
数
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
何
河
」
(
曳
網
の
回
数
)

を
引
く
。
十
河
引
く
と
い
う
こ
と
は
十
回
曳
網
を
引
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
大
概
は
一
日
二
二
河
位
(
一
ケ
統
)
が
普
通
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

最
後
の
一
河
分
を
漁
夫
の
所
得
と
す
る
。

(
炊
事
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可

注

親
方
の
配
慮
で
何
河
目
と
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
固
に
入
っ
た
鮭
は
全

い

き

ぱ

や

部
漁
夫
の
も
の
と
な
り
、
街
の
五
十
集
屋
(
鮮
魚
商
)
な
ど
と
の
取
引
き

も
自
由
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
法
は
昭
和
十
年
頃
か
ら
漁
夫
の
所
得
は
給
料
制
が
主
体
と
な
り
、

盛
漁
期
の
終
日
の
一
河
分
を
漁
夫
に
対
す
る
御
祝
儀
と
し
て
親
方
が
計
っ

た
も
の
で
あ
る
。

他
に
漁
場
の
行
為
と
し
て
青
田
売
〈
注
一
一
一
〉
(
仕
込
金
制
度
)
。
漁
夫
聞

の
「
寝
日
」
〈
注
四
〉
食
事
の
度
数
(
一
日
一
升
五
合
五
勺
)
「
供
給
」

「
網
却
の
祝
」
な
ど
の
行
事
な
ど
が
あ
っ
た
。

歩
合

生
産
高
か
ら
直
接
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
を
一
定
の
割
合
で
分
配
す
る
も
の
。

ホ
ヤ
く
ぴ
と
ひ
勺
ぴ
と

こ
こ
で
は
総
生
産
高
か
ら
諸
経
費
を
引
い
た
純
利
益
を
役
人
、
平
人
(
漁
夫
)
に

応
じ
て
支
給
す
る
賃
金
。
一
仕
納
い
く
ら
と
給
料
制
に
す
る
取
り
決
め
で
歩
合
を

つ
け
る
場
合
、
給
料
を
設
定
せ
ず
純
利
益
の
み
で
清
算
す
る
漁
場
な
ど
が
あ
っ
た
。

く

い

っ

さ

ん

九
一
金

漁
夫
に
対
す
る
賞
与
。
九
一
金
の
分
配
は
親
方
は
関
与
せ
す
、
船
頭
の
権
限
で
、

ひ
と

仕
納
中
(
一
シ
ー
ズ
ン
)
漁
夫
の
稼
動
状
況
(
勤
務
評
定
)
一
番
ム
二
番
そ
の
中

つ

か

の

く

い

つ

に
も
上
中
下
最
後
の
者
を
掴
み
九
一
と
し
て
船
頭
が
評
定
し
て
配
分
し
た
。

九
一
と
も
純
利
益
の
九
分
の
つ
親
方
九
分
、
漁
夫
一
分
の
割
で
の
賞
与
と
し

た
も
の
。
何
れ
の
漁
場
で
も
こ
の
制
度
を
採
用
し
漁
夫
の
稼
働
率
の
高
揚
を
計
っ

たあ
お
た
う
り

青
田
売

そ
の
昔
、
農
村
で
行
わ
れ
た
風
習
か
ら
き
た
も
の
。
漁
期
間
の
未
獲
の
ロ
叩
(
魚
類
)

を
予
め
価
を
定
め
て
売
り
渡
し
漁
業
者
は
代
金
を
受
け
取
り
実
際
に
水
揚
げ
し
た

時
、
予
約
の
品
物
(
サ
ケ
ニ
シ
ン
な
と
)
を
買
主
に
渡
す
。
こ
れ
は
主
に
漁
場

を
持
っ
て
い
る
親
方
が
着
業
資
金
を
得
る
方
法
と
し
て
行
わ
れ
た
。

漁
期
前
に
漁
獲
物
を
見
越
し
て
売
る
契
約
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
金
の
な
い

人
が
財
力
の
あ
る
人
か
ら
資
金
を
借
り
て
操
業
L
、
漁
獲
後
に
資
金
ま
た
は
漁
獲

注i主

十
一
、
操
業
の
模
様
資
料
一
・
二
図
参
照

O

盛
漁
期
に
な
る
平
均
午
前
五
時
(
昔
は
一
二
時
半
J
四
時
で
あ
っ
た
と
い
、
つ
)

か
ら
夕
方
六
時
(
走
り
九
月
l
十
月
、
午
後
七
時
1
八
時
)
ま
で
一
ケ
統
、

十
三
河
1
十
五
河
(
増
水
、
減
水
、
潮
の
干
満
で
回
数
は
増
減
す
る
)
位

を
操
業
す
る
。

昭
和
七
・
八
二
九
三
一
一
J
二
一
)
年
頃
ま
で
総
べ
て
人
力
に
よ
っ
て
行
わ

あ
み
た

6
j
ね

れ
た
が
昭
和
十
(
一
九
=
一
五
)
年
代
に
入
り
網
掛
船
(
網
結
船
と
も
い
う
)

に
動
力
船
(
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
。
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
)
を
横
付
け

し
て
曳
航
し
網
掛
け
を
行
い
、
ま
た
巻
き
揚
げ
も
「
犠
嘘
」
(
回
転
や
移

動
を
利
用
し
人
力
に
よ
る
巻
き
揚
げ
装
置
。
六
1
八
人
で
回
転
器
『
犠
櫨
」

に
棒
を
差
し
込
ん
で
廻
る
仕
組
み
)
で
行
う
。

そ
の
昔
の
地
曳
網
の
投
網
は
人
力
に
よ
る
。
網
掛
船
に
船
頭
が
艦
擢
で
梶

あ

ぱ

あ

し

を
取
り
、
網
掛
け
係
の
三
人
(
浮
子
側
一
人
、
沈
子
側
二
人
)
漕
手
一
二

人
(
左
右
六
人
増
水
時
に
は
一
四
1
一
六
人
)
が
乗
り
込
み
、
立
元
か
ら

川
上
方
向
に
漕
ぎ
出
し
、
出
綱
か
ら
出
網
、
袋
網
、
入
網
、
入
綱
の
順
に

川
中
に
張
っ
て
引
場
(
立
元
)
に
も
ど
る
。

す
か
さ
ず
入
綱
の
先
端
を
「
ろ
く
ろ
駿
韓
」
に
巻
き
つ
け
待
機
中
の
漁

夫
に
よ
っ
て
「
糠
韓
」
を
回
転
し
て
入
綱
を
巻
き
取
る
。

網
の
投
入
場
所
は
川
幅
の
七
分
ま
で
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
増
水
時
で
な

い
と
き
は
八
J
九
分
ま
で
、
増
水
の
多
い
と
き
は
四
J
三
分
位
と
横
柄
な

注
四

物
で
返
す
仕
組
み
で
あ
る
。

ね

び
寝
日

漁
夫
に
対
す
る
制
約
。
漁
夫
が
自
分
か
ら
休
ん
だ
場
合
、
そ
の
時
の
時
間
帯
を
金

銭
(
朝
二
十
五
銭
、
半
日
三
十
銭
、
一
日
一
円
五
十
銭
・
昭
和
初
期
)

で
供
出
。
そ
の
漁
夫
が
切
り
揚
げ
時
、
そ
の
分
だ
け
引
き
去
ら
札
漁
夫
一
同
に
分

配
さ
れ
て
い
た
。
労
働
が
加
重
な
た
め
一
人
が
休
め
ば
そ
れ
だ
け
他
の
漁
夫
に
負

お
き
て

担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
ず
る
休
み
す
る
漁
夫
に
対
す
る
戒
め
の
た
め
の
捻
で
あ
っ

た

。
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。
投
網
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
水
の
出
方
(
増
水
時
)
に
よ
っ
て
は
入
網
の

五
脇
、
四
脇
、
な
お
出
水
(
増
水
)
の
多
い
時
は
三
脇
も
は
ず
し
て
操
業

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

網
掛
け
時
の
操
船
は
漁
夫
が
早
権
を
漕
い
で
進
め
る
の
で
あ
る
が
漕
ぎ
手

ふ
な
こ

の
斉
一
と
志
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
「
ハ
オ
イ
」
(
船
漕
ぎ
音
頭
)
に
よ
っ

て
操
船
す
る
。
「
ハ
オ
イ
」
は
一
種
の
掛
け
声
で
あ
る
。
先
頭
者
(
船
頭

ま
た
は
熟
練
者
か
芦
の
良
い
者
)
の
発
声
(
音
頭
)
に
よ
っ
て
始
ま
る
。

注
ハ
オ
イ
(
労
働
の
掛
け
声
)
文
句
の
例
(
共
に
即
興
で
耽
ブ
れ
を
と
っ

た
も
の
)

上
段
は
ハ
オ
イ
(
先
導
者
)
、
下
段
は
シ
タ
ゴ
イ
二
般
漁
夫
)

オ
l
スコ
l

オ
1
スコ
l

ヤ
l
ス
ン
オ
ラ
l

オ
l
スコ
i

ホ
ラ
ト
ァ
コ
イ
シ
ョ

オ
i
スコ
l
エ
!

オ
コ
イ
l
シヨ

天
気
も
良
い
し

秋
味
来
た
ぞ

手
稲
も
見
え
る
し

秋
味
踊
る

コ
メ
コ
も
飛
ぶ
し

オ
コ
イ
シ
ョ
ー

オ
1
スコ
l

オ
l
シコ
l
エ
l

オ
l
シ
コ
i

オ
l
シ
コ
!
エ

オ
l
シ
コ
l

オ
1
シ
コ
エ
l

オ
i
シ
コ
l

。

ヤ
i
サ
l
ノ

と
な
る
が
文
句
の
間
に
ホ
ラ
ド
コ
イ
シ
ョ
ま
た
は
オ
コ
イ
l
シ
ヨ
な
ど
の
音
頭

も
入
り
様
々
に
変
化
し
一
様
で
な
い
。
海
面
で
は
波
の
荒
い
時
、
風
の
強
い
時
、

語
気
を
強
め
て
発
声
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
網
掛
け
作
業
時
の
ハ
オ
イ
に
よ
る
漕
船
の
様
子
は
初
秋
か
ら
晩
秋
に
か

け
て
の
石
狩
川
鮭
漁
携
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
た
。

あ

し

た

な

入
綱
(
ロ

l
プ
)
か
ら
入
網
に
か
か
り
、
沈
子
手
綱
が
二
疋
(
川
岸
)
の

と
こ
ろ
ま
で
く
る
と
別
な
ロ

l
プ
(
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
)

H
P
ッコ
P
4

を
使
っ
て
沈
子
手
綱
に
袋
掛
け
ワ
ッ
カ
(
ロ

l
プ
の
先
端
に
一
メ
ー
ト
ル

前
後
の
輸
が
作
ら
れ
で
あ
る
)
し
て
引
き
揚
げ
る
。

こ
の
作
業
は
漁
夫
二
人
が
交
互
に
行
う
。
一
定
の
と
こ
ろ
で
漁
夫
が
ロ
ー

プ
先
端
の
輪
(
ワ
ツ
カ
)
を
持
っ
て
川
に
ひ
ざ
の
附
近
ま
で
入
り
「
バ
イ

キ
」
(
パ
ッ
ク
後
退
の
意
)
と
声
を
掛
け
る
と
、
糠
臨
を
回
転
し
て
い

る
漁
夫
遠
は
反
対
方
向
に
廻
る
。

こ
の
行
動
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
網
は
次
第
に
臨
め
ら
れ
て
行
く
。

ド
ラ
ム
(
動
力
巻
き
揚
げ
機
)
に
な
っ
て
か
ら
は
ワ
イ
ヤ
ー
の
先
端
を
二

.
三
十
メ
ー
ト
ル
の
ロ

l
プ
に
し
て
前
記
同
様
こ
ん
ど
は
漁
夫
が
ド
ラ
ム

係
(
機
関
士
)
に
手
を
上
げ
て
合
図
を
す
る
係
は
そ
の
合
図
で
ド
ラ
ム
を

逆
回
転
さ
せ
操
作
す
る
。

注
ド
ラ
ム
の
輪
転
軸
の
左
右
に
あ
る
と
き
は
左
右
交
互
に
使
用
す
る
。

O

ス
テ
取
り
(
注
ス
テ
余
り
、
捨
て
る
。
捨
て
の
転
説
語
)

巻
き
揚
げ
ら
れ
た
ロ

i
プ
を
ス
テ
と
い
う
。
そ
の
ロ

l
プ
を
持
つ
漁
夫
を

「
ス
テ
取
り
」
と
云
っ
て
放
置
す
る
と
巻
き
揚
げ
不
能
に
な
る
の
で
こ
の

作
業
ば
か
り
で
な
く
必
ず
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
網
側
は
漁
夫
二
人
(
水
か
さ
の
な
い
時
は
一
人
)
が
入
綱
か
ら
入
網
の

巻
き
揚
げ
具
合
と
川
の
流
れ
(
網
の
流
れ
)
に
応
じ
て
出
綱
を
出
綱
杭
に

①
f
⑥
方
向
に
移
動
す
る
。

か

も

い

だ

ム

;

曳
網
(
出
網
・
神
威
浮
7
h
・
入
網
)
の
流
れ
、
張
り
具
合
に
応
じ
臨
め

て
行
く
。
こ
の
移
動
具
合
は
、
流
れ
の
状
況
、
巻
き
揚
げ
の
頃
合
い
を
見

て
出
綱
を
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
簡
単
な
よ
う
だ
が
重
要

で
鮭
の
入
り
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
熟
練
し
た
漁
夫
が
配
置
さ
れ
る
。
漁

の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
船
頭
や
下
船
頭
が
着
く
場
合
も
あ
る
。

入
網
側
の
二
脇
が
す
ぎ
た
こ
ろ
、
出
網
側
、
入
網
側
共
に
立
元
(
引
場
)

に
寄
せ
(
相
方
七
・
人
人
)
網
を
「
ヤ
l
セ
」
「
ヨ
イ
セ
」
と
掛
け
声
を

あ

は

か

も

ρ

戸
川
な
が
ら
網
を
手
繰
っ
て
(
浮
子
側
二
人
、
沈
子
側
五
・
六
人
)
神
威

浮
子
(
袋
網
『
ス
ド
』
)
め
が
け
て
魚
を
追
い
込
む
。
頃
合
を
見
て
配
置
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し
で
あ
る
機
舟
(
丸
木
舟
)
を
漕
ぎ
出
し
、
魚
が
多
量
に
入
っ
た
と
き
は

ス
ド
の
後
端
を
縛
つ
で
あ
る
ロ

l
プ
を
解
き
袋
口
を
丸
木
舟
に
入
れ
魚
を

徐
々
に
取
り
出
す
。
ま
た
少
量
、
五
束
(
一

O
O
本
)
以
上
位
ま
で
の
時

あ

ば

た

は
、
以
内
の
付
根
に
あ
る
神
威
浮
子
と
出
網
・
入
網
の
浮
子
手
綱
を
丸
木

舟
の
船
縁
に
上
げ
、
「
エ
y
サ
」
「
ヨ
ッ
サ
」
「
ヤ
ン
サ

l
ノ
」
「
ド
ッ

コ
イ
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
魚
を
入
れ
る
。

ひ

ま

ワ

魚
は
勢
い
良
く
跳
ね
上
げ
水
し
ぶ
き
(
飛
沫
)
を
散
ら
す
。

一
一
・
三
人
の
漁
夫
が
「
頭
叩
き
棒
」
で
鮭
の
頭
を
叩
き
飛
沫
を
制
止
す
る
。

こ
れ
は
残
酷
だ
が
鮭
の
身
を
引
き
締
め
る
こ
と
の
他
に
漁
夫
の
着
衣
が
ず

ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
り
、
鮭
が
丸
木
舟
か
ら
飛
び
出
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

ば
や
く
棒
叩
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
(
一
九
三
五
)
年
こ
ろ
で
の
盛
漁
期
に
は
一
河
で
十
束
(
一
束
二

十
尾
)
か
ら
三
十
束
の
漁
が
あ
っ
た
。

そ
の
昔
、
秋
味
が
多
く
さ
ん
の
ぼ
っ
て
来
て
「
河
岸
に
竿
を
差
し
て
も

ま
ゆ
っ
ば

倒
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
が
眉
唾
(
注
信
用
な
ら
な
い
も
の
)

そ
じ
よ
う

で
、
と
言
う
程
、
鮭
が
湖
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
程
で
も
な

い
が
九
月
下
旬
の
盛
漁
期
に
川
辺
に
立
っ
て
川
面
を
見
て
い
る
と
鮭
同
志

が
ぶ
つ
か
る
の
か
、
は
ず
み
で
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
飛
び
跳
ね
る
の
を
時

折
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

(
佳
筆
者
昭
和
十
一
年
頃
旧
渡
船
場
周
辺
で
目
撃
し
た
。
)

鮭
地
曳
網
漁
の
様
々
な
様
子
が
初
秋
の
石
狩
川
の
風
物
詩
と
な
り
、
石

狩
鍋
と
共
に
近
郊
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
観
光
の
名
所
と
も
な
っ
て
い
た
。

十
二
、
地
曳
網
漁
余
禄

付
後
取
漁
(
十
二
月
)
で
は
川
面
に
「
ド
ン
ベ
」
(
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
な

り
水
中
に
綿
の
よ
う
に
見
え
る
。
綿
氷
O

)

や
薄
氷
が
流
れ
寒
さ
が
一
層
身

に
凍
み
る
。
明
治
、
大
正
年
代
で
は
ゴ
ム
製
品
(
長
靴
、
ゴ
ム
カ
ァ
パ
)

な
ど
な
く
、
素
足
に
「
ケ
ハ
ン
」
(
す
ね
あ
て
)
素
手
に
「
テ
ガ
ケ
」

(
木
綿
地
を
刺
し
て
作
っ
た
手
袋
)
ま
た
ワ
ラ
で
作
っ
た
「
テ
ッ
カ
イ

。。

(ゴ

シ
」
(
手
袋
)
そ
れ
に
草
桂
掛
け
と
い
う
出
で
立
ち
で
河
に
入
り
網
を

曳
き
、
冷
め
た
く
な
る
と
焚
き
火
。
そ
こ
に
石
油
缶
に
お
湯
を
沸
し
て

何
滑
見
用
意
し
て
お
き
、
足
を
な
っ
h
M
熱
さ
を
我
慢
し
て
「
イ
シ
カ
リ
」

と
大
喝
し
、
気
合
を
入
れ
足
を
真
赤
に
し
て
暖
め
、
再
び
河
に
入
っ
て

網
を
曳
い
た
と
い
う
。
石
狩
浜
の
語
り
種
に
な
っ
て
い
た
。

注
走
り
漁
の
期
間
は
、
一
・
二
・
二
一
日
十
一
十
二
・
十
一
一
一
日
二
十
一

二
十
二
・
二
十
三
日
の
九
日
間
は
資
源
保
護
の
た
め
禁
漁
日
と
さ
れ
た
。

あ

お

ら

の

こ
の
時
期
(
後
取
漁
)
に
な
る
と
鮭
は
も
と
よ
り
脂
の
載
っ
た
カ
ワ
ガ

レ
イ
(
ヌ
マ
ガ
レ
イ
)
や
カ
ワ
ガ
ニ
(
モ
ク
ズ
ガ
ニ
)
が
多
く
さ
ん
入

り
、
関
係
者
や
漁
夫
だ
け
で
は
食
べ
切
れ
な
い
ま
で
に
獲
れ
た
も
の
。

街
の
人
々
(
特
に
子
供
達
)
は
曳
場
に
行
っ
て
い
る
と
、
漁
に
関
係
の

な
い
人
や
見
学
に
来
た
人
に
対
し
て
も
、
カ
レ
イ
の
一
-
一
一
枚
は
網
掛

け
船
の
中
か
ら
「
ケ
》
か
ら
持
っ
て
い
け
」
と
投
げ
て
く
れ
た
。

3
1

ま
た
、
蟹
は
網
に
絡
ま
っ
て
来
た
も
の
を
は
ず
し
て
手
当
た
り
次
第

ネ
カ陸

に
投
げ
て
よ
こ
し
た
。
子
供
達
は
あ
ら
か
じ
め
用
音
ω

し
て
い
た
手

鴻
に
入
れ
、
や
や
一
杯
に
な
っ
た
も
の
を
持
ち
帰
っ
て
罫
肌
で
し
て
釈

衆
で
た
べ
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ワ
ガ
レ
イ
は
十
二
月
頃
(
二

1
一
一
一
月
産
卵
期
)
か
ら
冬
場
に
な
る

と
身
も
締
ま
り
、
刺
身
、
煮
付
け
は
美
味
(
晩
春
か
ら
夏
場
は
身
は
や

わ
く
泥
臭
く
駄
目
)
カ
ワ
ガ
ニ
は
十
二
月
(
冬
場
)
に
な
る
と
身
も
締

ま
り
産
卵
期
(
一
一
一
回
位
に
分
け
て
産
卵
す
る
)
は
五
月
上
旬
頃
ま
で
美
味

で
あ
る
。
特
に
こ
の
時
期
の
闇
夜
の
蟹
は
身
が
入
り
こ
と
さ
ら
に
美
味
。

物
の
な
い
時
代
で
は
子
供
達
の
お
や
つ
に
な
っ
て
い
た
。

秋
味
の
大
量
に
獲
れ
た
頃
で
は
カ
レ
イ
や
カ
ワ
ガ
ニ
な
と
は
売
買
い

さ
れ
る
魚
介
類
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
横
町
の
子
供
ら
は
学
校
か
ら
帰
る
と
親
に
言
わ
れ

な
く
て
も
手
篭
を
持
っ
て
堀
神
威
の
曳
場
に
ガ
ニ
(
浜
で
は
カ
ニ
と
言

わ
な
い
)
拾
い
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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盛
漁
期
に
入
り
、
一
河
に
何
十
束
も
秋
味
が
入
る
と
曳
網
が
半
分
位
ま

し
ぼ

で
搾
め
ら
れ
る
こ
ろ
に
は
、
元
気
の
よ
い
秋
味
は
ボ
ラ
(
絡
)
の
よ
う

あ

ば

た

な

に
浮
子
手
綱
を
飛
び
越
え
て
出
て
行
く
も
の
、
ま
た
網
に
ぶ
つ
か
っ
て

お
カ

驚
き
、
逃
げ
回
り
勢
い
余
っ
て
陸
に
跳
上
っ
て
く
る
も
の
様
々
で
見
て

で
も
飽
き
な
い
程
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
ろ
に
は
漁
夫
が
「
ピ
ン
コ
」
(
一
二
年
魚
以
下
。
一
尺

五
寸
「
四
十
五
セ
ン
チ
」
以
下
の
小
型
の
も
の
)
な
ど
を
、
観
光
に
来

た
人
や
遊
ん
で
い
る
子
供
ら
に
「
ホ
ラ
、
ケ
ル
か
ら
持
っ
て
い
け
」
と

投
げ
て
よ
こ
す
程
の
豊
漁
で
、
見
て
い
る
親
方
や
船
頭
も
黙
認
し
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。

ぴ

注
ハ
円
さ
け
の
一
本
(
漁
師
は
一
尾
と
は
数
え
ず
大
方
は
一
本
ま
た
は
一
匹
と
数
え

な
ん
?

で
い
た
。
豊
漁
の
明
治
・
大
正
の
初
期
で
は
本
数
で
言
わ
ず
「
何
束
入
っ
た
」

そ
〈
す
う

と
束
数
で
数
え
て
い
た
。

明
治
大
正
は
も
と
よ
り
昭
和
六
・
七
年
頃
ま
で
の
五
十
集
屋
渡
し
の
一

本
は
、
目
か
ら
は
か
つ
て
尻
尾
の
上
、
ウ
ロ
コ
三
枚
の
こ
し
た
一
尺
六
寸

(
四
八
セ
ン
チ
)
以
上
の
も
の
。
従
っ
て
、
二
尺
二
・
三
寸
(
六
六
l
六
九

セ
ン
チ
)
以
上
で
目
方
二
貫
六
百
匁
(
九
・
四
1
九
・
八
キ
ロ
)
以
上
の
も

の
で
な
け
れ
ば
一
本
と
云
わ
ず
、
そ
れ
以
上
で
は
半
本
の
値
段
で
あ
っ
た
。

∞
一
河
に
ど
の
位
獲
れ
た
か
。
大
漁
の
年

お
お
あ
み

明
治
時
代
海
浜
地
曳
網
(
大
網
、
沖
合
二
0
0
0
閑
『
一
二
、
六
0
0
メ
ー
ト

ル
』
一
日
l
回
)
一
回
て

0
0
0
束
(
二
万
本
)

大
正
時
代
、
河
川
地
曳
網
一
河
、
二
O
O
束
1
二
五
O
束
(
四

c
o
o
l

五
0
0
0
本
)

昭
和
二
年
頃
ク
ク
一
河
、
一
二
O
東
(
二
四
O

O
本
)

。
十
二
年
頃

0

0

0

二
O
束
(
四
O

O
本
)

一
河
十
束
以
上
入
る
と
大
漁
旗
を
立
て
て
い
た
。

や

と

い

ほ

ま

ち

漁
夫
の
帆
待
(
外
持
と
も
書
く
)
内
密
の
収
入
の
こ
と
。

守

と

い

よ

ろ

〈

か

寸

雇
主
は
漁
夫
に
よ
り
帆
待
や
余
禄
(
余
分
な
所
得
)
が
頻
繁
に
掠
め

(四)

(五)

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
思
案
し
て
豊
漁
時
の
最
後
の
一
河
漁
を
漁
夫

の
賞
与
(
余
禄
)
と
し
て
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
守
ら
れ

た
。
し
か
し
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
網
樹
船
の
船
底
板
子
の
下
に
船
頭
や

や

く

ぴ

と

か

す

や

し

ん

役
人
の
日
を
盗
ん
で
五
・
六
本
の
鮭
を
掠
め
て
お
き
、
夜
陰
に
持
ち
出

さ

は

や

し
、
五
十
集
屋
に
売
っ
た
り
直
接
飲
食
庖
に
持
っ
て
行
っ
た
り
し
て
遊

興
費
の
一
部
と
し
て
い
た
。
本
町
地
区
在
住
の
漁
夫
は
せ
い
ぜ
い
ボ
ラ

や
カ
レ
イ
な
ど
雑
漁
の
帆
待
は
あ
っ
た
が
雇
主
や
船
頭
は
大
い
に
見
て

い
た

や
と
い

漁
夫
盛
漁
期
に
入
る
と
観
光
客
が
札
幌
市
な
ど
近
郊
か
ら
曳
場
見
学
と

「
石
狩
鍋
」
賞
味
に
訪
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
ヤ
ン
衆
(
石
狩
本

町
地
区
で
は
東
北
地
方
か
ら
鮭
場
を
云
う
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
綱
」
を
「
ヤ
」
。

「
ヤ
衆
」
が
説
っ
て
「
ヤ
ン
衆
」
。
)
の
「
ハ
オ
イ
」
に
も
気
合
が
入
り
、

は

や

し

音
頭
(
掛
け
声
)
の
中
に
も
即
興
で
磯
子
た
で
た
り
、
着
飾
っ
た
女
子

衆
の
一
一
団
が
通
っ
た
り
す
る
と
、
こ
と
さ
ら
気
合
を
入
れ
、
揚
げ
場

(
守
一
元
)
に
来
る
と
「
そ
ら
持
っ
て
行
け
」
と
秋
味
の
一
本
位
投
げ
た

り
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年
代
の
石
狩
本
町
地
区
は
漁
は
薄
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
活

気
に
あ
ふ
れ
で
お
り
初
秋
の
石
狩
川
は
秋
味
の
観
光
景
気
に
沸
き
漁
携

風
景
も
風
物
詩
に
な
っ
て
い
た
。
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補
考

田
中

賓

柳
田
常
義
氏

堀
神
威
曳
場
船
頭

大
正
十
二
年
生

参
考
文
献

『
北
海
道
漁
具
調
査
附
図
』
「
定
置
漁
具
の
部
」

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
五
日
発
行
北
海
道
水
産
試
験
所
編
集

『
北
海
道
漁
業
志
稿
」
(
昭
和
十
年
編
纂
)



北
海
道
水
産
協
会
編
纂

昭
和
五
一
一
年
五
月
一
日
発
行

『
石
狩
漁
業
協
同
組
合
史
」

二
O
O
二
・
コ
了
三
十
一

『
石
狩
町
誌
』
中
巻
二

昭
和
六
O
年
三
月
二
五
日

『
い
し
か
り
」
創
立
七
五
周
年
記
念

昭
和
三
七
・
一
一
-
一
一
一
発
行

『
北
海
道
日
本
海
漁
携
漁
具
用
語
事
典
』

二
O
O
三
・
一
二
・
一
五

編
集
者

田
中

賓

石
狩
町
発
行

石
狩
漁
業
協
同
組
合

著
者

吉
岡
玉
吉
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風
の
呼
び
名
「
あ
い
風
」

(
「
あ
い
」
)

に
つ
い
て

吉
岡
玉
吉
・
田
中

て
は
じ
め
に

こ
の
小
論
考
は
、
石
狩
市
を
含
む
主
に
日
本
海
側
の
漁
業
者
や
、
北
前
船
・
機

帆
船
で
北
海
道
交
易
に
従
事
し
た
船
乗
り
た
ち
が
使
用
し
て
い
た
風
の
呼
び
名
の

う
ち
、
「
あ
い
の
か
ぜ
」
(
「
あ
い
」
)
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

数
あ
る
風
の
呼
、
び
名
の
う
ち
、
と
く
に
取
り
あ
げ
た
切
っ
掛
け
と
し
て
次
の
二

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

け
石
狩
市
の
隣
村
で
あ
っ
た
厚
田
村
(
現
石
狩
市
厚
田
区
)
の
、
キ
ャ
ァ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
「
あ
い
風
か
お
る
厚
田
村
」
で
あ
っ
た
こ
と
。

何
平
成
一
七
年
(
二
O
O
五
)
一

O
月
一
日
、
厚
田
郡
厚
田
村
と
浜
益
郡
浜

益
村
l
共
に
ニ
シ
ン
の
千
石
場
所
と
し
て
歴
史
的
に
署
名
ー
を
編
入
合
併
し
た
新

し
い
石
狩
市
が
、
日
下
策
定
中
の
「
第
四
期
石
狩
市
総
合
計
画
(
二
O
O
七
年
度
ー

一
大
年
度
)
の
な
か
で
、
今
後
目
指
す
「
将
来
像
」
を
、
「
あ
い
風
と
人
間
(
ひ

と
)
が
輝
く
活
力
の
ま
ち
石
狩
」
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

書
き
添
え
る
と
、
こ
の
「
将
来
像
」
は
、
石
狩
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
(
前

野
紀
一
会
長
)
が
同
一
八
年
六
月
七
日
決
定
し
、
市
長
に
答
申
し
た
「
基
本
構
想

案
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
課
程
で
先
行
研
究
者
等
の
す
ば
ら

し
い
史
資
料
を
多
く
得
た
。
そ
の
学
思
に
深
く
謝
意
を
表
し
、
出
血
(
を
明
示
し
て

参
考
引
用
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
、
本
論
考
の
執
筆
者
(
吉
岡
・
田
中
)
が
発
表
し

た
次
の
小
文
を
使
用
し
た
。

「
イ
シ
カ
リ
と
風
」
田
中
賓
「
い
し
か
り
暦
」
七
号
石
狩
町
郷
土
研
究

会
一
九
八
八
年
九
月
、
「
石
狩
浜
漁
師
天
気
予
報
あ
れ
こ
れ
」
吉
岡
玉
吉

「
い
し
か
り
暦
」
一
五
号
石
狩
町
郷
土
研
究
会
二
O
O
二
年
三
月

賓

二
、
浜
益
・
厚
田
・
石
狩
の
漁
師
と
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」

こ
の
地
域
の
漁
師
が
い
う
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
と
は
、
春
(
四
月
上
旬
)
か
ら
初

秋
(
九
月
中
句
)
に
か
け
て
、
真
北
の
方
向
か
ら
ゆ
る
や
か
に
吹
く
夏
の
風
の
こ

と
で
あ
る
。

夜
半
か
ら
朝
方
に
か
け
て
、
陸
か
ら
海
に
吹
い
て
い
た
弱
い
南
東
風
(
ア
ラ
シ

と
呼
ぶ
)
が
止
み
、
午
前
一

O
時
頃
か
ら
正
午
に
か
け
て
、
晴
れ
て
き
た
石
狩
湾

2
2
 

の
真
一
北
の
方
向
!
浜
益
浜
で
は
、
雄
冬
岬
、
厚
田
演
で
は
愛
冠
岬
、
石
狩
浜
で
は

雄
冬
岬
ー
か
ら
、
そ
よ
そ
よ
と
吹
き
始
め
る
。
風
速
は
三
J
四
メ
ー
ト
ル
程
で
、

い
く
ら
吹
い
て
も
夕
方
に
は
止
む
。
こ
れ
が
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
で
あ
る
。

地
元
の
漁
師
は
略
し
て
、
「
ア
イ
」
と
も
い
う
。

O
早
朝
、
浜
や
小
高
い
丘
に
立
っ
て
ひ
よ
り
日
和
(
空
模
様
)
を
眺
め
て
い
た

漁
師
た
ち
は
、
「
今
日
は
ア
イ
が
吹
く
ぞ
」
、
「
昼
か
ら
か
わ
せ
て
(
風
向

が
変
わ
っ
て
て
ア
イ
ノ
カ
ゼ
吹
く
ぞ
」
と
、
一
言
い
な
が
ら
、
い
そ
い
で
帆

を
巻
き
揚
げ
、
二
1
一
二
時
間
帆
走
し
て
「
丸
山
出
し
」
に
到
着
、
一
時
間
ぐ

ら
い
延
縄
(
は
え
な
わ
)
漁
を
し
、
吹
き
出
し
た
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
を
帆
に

受
け
て
帰
港
し
た
。
帰
り
は
早
か
っ
た
。
な
お
、
「
丸
山
出
し
」
と
は
、
浜

益
南
部
に
在
る
標
高
四
六
八
メ
ー
ト
ル
の
す
り
鉢
状
の
山
を
い
う
。
厚
田
の

か
わ

漁
師
が
愛
冠
岬
の
先
を
交
し
て
沖
合
に
出
る
と
見
え
て
く
る
山
で
、
好
漁
場

め

や

す

の
目
安
(
目
標
)
に
し
て
い
た
。

O
昭
和
初
期
頃
ま
で
の
厚
田
浜
の
ニ
シ
ン
の
群
来
は
、
ニ
シ
ン
曇
り
と
呼
ば
れ

る
雨
模
様
で
、
ク
ダ
リ
(
南
か
ら
南
東
の
風
)
の
日
が
多
か
っ
た
が
、
昭
和

一
O
年
(
一
九
三
五
)
代
に
な
る
と
、
夜
半
か
ら
昼
間
の
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」

の
吹
き
出
す
晴
れ
上
っ
た
時
刻
に
接
岸
し
た
も
の
で
あ
る
。

O
石
狩
の
漁
師
で
、
厚
田
郡
の
ニ
シ
ン
刺
網
漁
業
の
許
可
を
得
て
、
春
先
き
に

同
村
に
移
住
し
て
操
業
し
て
い
た
漁
師
(
一
一
一
一
一
軒
、
磯
舟
五
O
隻
前
後
)
は
、

六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
ニ
シ
ン
場
仕
事
が
一
段
落
す
る
と
、
石
狩
に
帰

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
(
ア
イ
)
は
、
恵
み
の
風
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
早
朝
に
日
和
見
し
、
愛
冠
岬
の
方
向
が
聞
け
て
い
る
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(
明
る
く
見
え
て
い
る
)
と
快
晴
で
、
や
が
て
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
が
吹
く
こ

と
に
な
る
。
各
戸
で
は
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
早
朝
か
ら
磯
舟
に
様
々
な
荷

物
を
積
み
込
み
、
「
ア
イ
」
が
吹
き
始
め
る
昼
前
後
、
沖
に
漕
ぎ
出
し
帆
を

巻
き
揚
げ
て
風
を
受
け
る
。

ろ

d
い

櫓
も
擢
も
使
わ
ず
三
時
間
程
度
の
石
狩
川
口
へ
向
け
て
の
帆
走
と
な
る
。

川
を
二
粁
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
り
、
船
場
町
の
船
付
場
に
た
ど
り
着
く
。
一
一
一
々
五

々
、
石
狩
川
を
さ
か
の
ぼ
る
ニ
シ
ン
漁
場
帰
り
の
磯
舟
の
帆
走
は
、
初
夏
の

石
狩
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
た
。

ま
わ
」

L

伊ね

な
お
、
ニ
シ
ン
刺
網
漁
業
に
出
か
け
る
磯
舟
の
こ
と
を
、
「
廻
船
」
と
も

呼
ん
だ
。
一
漁
家
で
一
一
J
一
一
一
隻
を
所
有
し
、
三
人
か
ら
五
人
乗
り
で
あ
っ
た
。

石
狩
か
ら
厚
田
の
漁
場
に
出
漁
す
る
と
き
に
、
「
廻
り
」
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。

注
前
記
は
、
吉
岡
玉
吉
が
昭
和
一
七
年
・
一
八
年
(
一
九
四
二
・
四
二
一
)
に
次
の
方

か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。

厚
田
村
字
厚
田
村
広
原
政
次
郎

同
別
狩
村
伊
藤
市
丈

石
狩
町
大
字
弁
天
町
松
田
米
戴

藤
井
市
郎

吉
岡
丈
吉

明
治
二
四
年
(
一
八
九
二
生
ま
れ

同
二
0
年
代

同
三
0
年
代

同同
一
二
五
年
(
一
九
O
一
一
)
生
ま
れ

三
、
風
の
呼
ぴ
名
と
吹
き
方

付
「
ア
イ
ゲ
北
風
石
狩
支
庁
石
狩
町
本
町
夏
の
弱
い
風
」

右
は
、
『
風
の
事
典
』
著
者
・
関
口
武
原
書
房
一
九
八
五
年

の
、
「
北
海
道
に
お
け
る
ア
イ
と
呼
ぶ
市
町
村
」
の
章
(
一
五
四
頁
)

に
記
述
さ
れ
て
い
る
石
狩
の
部
分
で
あ
る
。
編
著
者
(
士
口
岡
玉
吉
)
の

見
解
で
は
、
ア
イ
ゲ
の
「
ゲ
」
は
、
そ
の
方
位
を
固
定
し
た
も
の
で
は

な
い
。
右
の
「
ア
イ
ゲ
」
は
、
「
北
風
模
様
」
「
(
北
風
)
が
吹
き
そ

う
だ
」
、
「
(
北
風
)
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
、
「
な
か
な
か
ア
イ
に
な
ら

な
い
」
な
ど
の
場
合
を
指
し
、
石
狩
の
漁
師
は
、
「
(
空
模
様
が
は
っ

き
り
し
な
い
)
ア
イ
ゲ
だ
な
あ
」
と
、
使
っ
て
い
た
。
「
ゲ
」
H
「
気
」

(
様
子
・
感
じ
・
傾
向
を
表
現
す
る
語
)
で
あ
り
、
「
シ
モ
ゲ
」
、

「
ク
ダ
リ
ゲ
」
、
「
オ
キ
ゲ
」
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
前
記
の
『
風
の
事
典
』
か
ら
、
石
狩
と
近
傍
の
呼
び
名
を
記

し
て
お
く
。

石
狩
支
庁
浜
益
村

石
狩
支
庁
厚
田
村

留
萌
支
庁
増
毛
町

後
志
支
庁
小
樽
市
色
内

後
志
支
庁
余
市
町
港
町

北
西
J
北
北
西
風

ア

イ

ノ

カ

ゼ

北

風

ア

イ

北

風

ア
イ
カ
ゼ
北
風

ア
イ
カ
ゼ
北
北
西
風

ア
イ

(二)

漁
民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
「
風
」
に
つ
い
て

ー
厚
田
村
大
字
古
浬
村
沢
田
末
五
郎
氏
談
J

点
下
田
村
の
漁
民
の
使
用
し
て
い
る
一
言
葉
の
内
「
風
」
に
つ
い
て
、
愛
の

風
と
か
、
玉
風
と
か
い
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
使
用
し
て
い
な
い

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
こ
れ
を
聞
い
て
も
、
ど
っ
ち
風
の
こ
と
か
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。

た
ま
た
ま
用
が
あ
っ
て
学
校
に
み
え
ら
れ
た

5
氏
に
問
う
て
み
た
。

「
愛
の
風
と
は
ど
ち
ら
か
ら
吹
く
風
の
こ
と
か
」

「
あ
い
の
字
は
、
愛
か
相
か
合
か
」

「
東
風
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
」

「
西
風
は
っ
」

と
次
々
と
問
い
た
だ
し
て
、
図
の
よ
う
な
丸
い
表
を
書
い
て
み
た
。

尚
5
氏
は
風
の
性
質
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
更
に
、

「
〈
叫
海
で
吐
い
(
厚
田
沿
岸
の
こ
と
)
山
風
か
ら
彼
方
酔
に
廻
り
、

彼
方
風
か
ら
玉
風
に
変
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
低
気
圧
の
移
動
の
関

係
で
そ
う
な
る
の
だ
」
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測
定
器
が
な
く
て
低
気
圧
の
位
置
を
知
る
方
法
と
し
て
は
、
「
風
を

背
に
し
て
左
手
を
挙
げ
る
。
そ
の
方
向
に
低
気
圧
が
あ
る
。
と
考
え
て

間
違
い
な
い
」
「
上
空
の
雲
が
西
の
方
か
ら
東
の
方
に
移
動
し
て
い
る

の
に
浜
辺
の
風
は
南
方
か
ら
吹
い
て
い
る
。
と
い
う
場
合
は
低
気
圧
の

移
動
の
速
度
が
早
い
証
拠
だ
」
「
何
し
ろ
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
玉
風
さ

大
き
な
波
の
出
る
風
だ
か
ら
。
次
に
恐
ろ
し
い
の
は
急
に
大
き
な
波
の

出
る
下
風
。
又
波
は
な
い
が
、
強
い
風
の
吹
く
山
風
、
強
い
山
風
の
時

は
船
は
沖
へ
沖
へ
と
出
さ
れ
て
い
っ
て
、
仲
々
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
o

石
狩
町
で
は
別
名
出
し
風
と
も
言
っ
て
い
る
。
」

:
:
:
昭
和
四
年
十
一
月
、
古
淳
の
浜
で
十
八
名
の
遭
難
の
あ
っ
た

時
も
玉
風
だ
っ
た
:
:
・

「
漁
民
と
風
」
こ
れ
は
生
命
に
関
係
あ
る
こ
と
だ
け
に
、
か
ら
だ
に

染
み
付
い
た
知
識
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

(
史
料
室

鈴
木
藤
士
口
)

(
図
)

国

北
・
:
:
:
:
相
の
風
(
あ
い
の
か
ぜ
)

北
東
・
:
:
:
:
下
風
(
し
も
げ
)

東

j
i
-
-
・

荒

し

(

あ

し

)

南
東
:
:
:
・
:
山
風
(
や
せ
)

南
:
:
・
:
:
下
り
(
く
り
)

南
西
:
:
:
:
・
彼
方
(
ひ
た
)

急
に
大
波
が
来
る
。

ら

波
は
な
い
が
風
は
強
い
。

かだま

山
風
か
ら
急
に
彼
方
風

に
亦
久
る
。

西
・
:
・
:
・
沖

北
風
:
:
:
:
・
玉

風
(
お
き
か
ぜ
)

風
(
た
ま
か
ぜ
)
|
|
彼
方
風
か
ら
急
に
玉
風

に
か
わ
る
。
波
が
大
き

ト
V

所
載
誌
・
「
弁
財
船
」
第
七
号

厚
田
村
史
料
室
・
昭
和
四
O
年
二
一
月
一

O
日
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伺
内
田
五
郎
著
『
練
場
物
語
』

親

風練
漁
場
で
生
活
し
て
い
る
と
、
天
候
の
こ
と
を
自
然
に
覚
え
て
く
る
。

毎
日
が
海
や
天
候
が
相
手
な
の
で
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
昨
日
の
天
候
、
今
日
の
天
候
、
明
日
の
天
候
と
、
天
候
の
先
取
り

を
し
て
仕
事
の
準
備
や
段
取
り
に
応
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
い
ぶ
ん
以
前
か
ら
晴
雨
計
(
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
)
が
一
般
の
漁
場
に

も
備
え
ら
れ
て
天
候
を
的
確
に
と
ら
え
て
、
漁
期
中
に
は
沖
の
網
や
船

の
対
応
策
を
講
じ
た
り
、
製
造
加
工
の
場
合
だ
と
風
雨
に
対
す
る
処
置

を
考
え
る
と
い
っ
た
こ
と
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

ひ

よ

り

一
般
漁
場
の
人
達
は
天
候
な
ど
と
標
準
語
を
使
わ
な
い
で
日
和
と
呼

ぶ
の
だ
が
、
こ
れ
も
方
言
化
し
て
ひ
ゆ
り
と
い
っ
て
い
る
。
練
漁
場
の

親
方
や
船
頭
は
こ
の
ひ
ゆ
り
を
的
確
に
と
ら
え
て
、
総
て
に
適
切
に
処

置
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
漁
場
の
安
全
と
利
益
と
に
大
き
く
影
響
し

北
海
道
新
聞
社

昭
和
石
十
三
年



て
く
る
の
で
あ
る
。

浜
の
人
達
は
老
若
男
女
み
な
ひ
ゆ
り
の
見
方
が
上
手
だ
っ
た
。
朝
晩

の
挨
拶
か
ら
日
常
会
話
、
家
庭
内
の
や
り
と
り
ま
で
こ
の
ひ
ゆ
り
が
入
っ

て
く
る
。
(
中
略
)

私
が
少
年
の
こ
ろ
、
祖
母
や
母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
言
葉
が
、
今
で
も

耳
の
底
に
残
っ
て
い
る
。
昔
の
人
達
は
学
問
や
機
械
の
無
か
っ
た
時
代

に
、
長
い
間
の
体
験
や
自
分
の
勘
で
自
然
の
法
則
を
会
得
し
た
ら
し
い
。

練
漁
場
で
風
の
呼
び
名
は
、
そ
の
と
こ
ろ
で
変
っ
て
く
る
。
上
図
は
だ

い
た
い
小
樽
近
海
の
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ

る
が
、
北
海
道
西
海
岸
で
は
道
南
地
方
、
寿
都
地
方
、
積
丹
を
中
心
と

し
た
地
方
、
石
狩
湾
内
、
留
萌
地
方
な
ど
で
、
同
じ
風
が
吹
い
て
い
て

も
、
呼
び
名
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
方
言
で
ア
イ
風
と
い
う
呼
び
名
は
、
大
半
の
と
こ
ろ
で
は
北
風
を

き
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
北
北
西
の
風
を
き
し
て
い
る
。
ヤ

マ
セ
風
は
束
の
方
向
を
き
し
た
り
、
南
東
の
方
向
を
さ
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

こ
の
風
の
吹
き
方
が
、
各
地
方
の
練
漁
場
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

よ
う
だ
。
練
の
接
岸
群
来
に
に
当
た
り
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
練
は
潮
に
強
い
が
風
に
弱
い
と
か
、
湯
用
風
は
錬
を

連
れ
て
去
る
と
い
っ
た
り
、
練
は
風
に
乗
っ
て
来
る
と
か
い
わ
れ
て
い

る
。
ア
イ
タ
マ
風
(
北
西
の
風
)
が
吹
い
た
後
に
練
が
大
漁
す
る
と
は
、

よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
モ
風
(
北
西
)
、
ア
イ
風
(
北
北

西
の
風
)
が
吹
く
と
必
ず
強
い
風
と
共
に
海
が
時
化
る
の
で
油
断
が
で

き
な
い
。
錬
漁
に
携
さ
わ
る
人
達
に
と
っ
て
こ
う
し
た
風
に
関
す
る
知

識
は
必
要
で
あ
っ
た
。

お
や
か
ぜ

北
海
道
の
練
漁
場
に
、
過
去
何
十
年
も
前
か
ら
"
親
風
“
と
い
う
風

習
が
あ
っ
た
。
旧
暦
の
一
月
一
日
の
明
け
が
た
、
前
浜
を
吹
く
風
の
こ

と
を
い
っ
た
も
の
で
、
旧
正
月
の
元
日
一
に
朝
早
く
浜
へ
行
き
、
そ
の
時

吹
い
て
い
る
風
を
み
て
そ
の
年
の
練
漁
を
占
う
。
ち
ょ
う
ど
節
分
の
豆

占
い
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
は
明
治
五
年
に
旧
暦
(
太
陰
暦
)
か
ら
新
暦
(
太
陽
暦
)

に
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、
漁
村
の
人
達
は
か
ん
た
ん
に
新
暦
に
馴
染
め

な
か
っ
た
o

長
い
聞
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

海
の
仕
事
に
最
も
関
係
の
深
い
満
潮
、
干
潮
(
浜
で
は
ち
し
ご
と
呼
ぶ
)

の
日
時
を
知
る
の
に
旧
暦
で
な
い
と
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

私
が
子
供
の
こ
ろ
聞
い
た
話
だ
が
、
戦
前
の
日
本
海
軍
は
航
海
の
と
き

ち
し
ご
を
み
る
の
に
太
陰
暦
を
用
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

練
獲
り
の
人
達
は
、
当
日
朝
早
く
浜
に
行
っ
て
と
親
風
、
、
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
ア
イ
シ
モ
風
で
も
吹
い
て
い
た
ら

そ
の
喜
び
ょ
う
は
大
変
な
も
の
で
、
今
年
の
練
漁
は
且
一
旦
漁
疑
い
な
し
と

そ
の
日
以
後
は
上
機
嫌
で
あ
る
が
、
下
手
に
ヒ
カ
タ
風
(
南
西
風
)
が

吹
い
た
り
し
て
い
る
と
、
属
に
鍋
の
中
の
魚
が
逃
げ
て
行
く
と
い
う
く

ら
い
の
風
な
の
で
機
嫌
が
悪
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
日
の
、
"
親

風
“
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
錬
漁
が
且
一
旦
漁
に
な
る
か
不
漁
に
終
る
か
を

北海道西海岸・小樽付近の風の名称

東
マセ)

u 

一



上
口
、
っ
。
ま
た
、
判
断
し
て
繰
る
べ
き
漁
期
に
備
え
る
習
慣
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

北
海
道
西
海
岸
は
ア
イ
タ
マ
風
が
一
番
喜
ば
れ
る
。
こ
の
風
は
産
卵

の
た
め
南
下
し
て
来
る
練
が
、
沿
岸
に
接
岸
群
来
し
や
す
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
季
節
は
北
海
道
で
は
一
番
時
化
や
す
い
。
ま
た
一
番
寒
さ
の

酷
し
い
こ
ろ
で
、
漁
村
の
人
達
は
熊
の
穴
ご
も
り
と
同
じ
よ
う
に
家
の

中
に
閉
じ
込
も
っ
た
き
り
で
あ
る
。

然
で
あ
る
。

「
や
ま
せ
」
は
山
背
と
書
き
、
一
般
に
山
を
越
え
て
吹
い
て
く
る
風

を
い
う
が
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
で
は
夏
に
吹
く
冷
涼
な
北
東
風
を

い
っ
て
い
る
。

「
ひ
か
た
」
は
日
方
と
書
き
、
日
の
あ
る
方
向
か
ら
吹
く
風
を
い
う

と
古
語
に
も
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
表
現
で
あ
る
。
地
方
に
よ
り

南
東
又
は
南
西
を
指
し
て
い
る
。

北
東

(
N
E
)
し
も
や
ま
せ
(
厚
田
・
余
市
)

あ
い
や
ま
せ
(
鷲
泊
)

南
東

(
S
E
)
み
な
み
や
ま
せ
(
余
市
・
厚
田
・
鷲
泊
)

南
西

(
S
W
)
ひ
か
た
(
厚
回
)
く
だ
り
(
余
市
・
浜
益
)

た
ま
か
ぜ
(
鷲
泊
)
と
統
一
性
が
な
い
。

北
西

(
N
W
)
た
ま
か
ぜ
又
は
た
ば
か
ぜ
(
厚
田
・
浜
益
・
鷲
泊
)

あ
い
た
ま
(
余
市
)

大
体
、
東
西
南
北
の
呼
び
名
に
対
応
し
て
い
る
が
、
南
西
の
呼
び
名

に
は
統
一
性
が
な
い
。

「
た
ま
か
ぜ
」
は
玉
風
と
書
く
。
本
来
若
狭
以
北
の
日
本
海
の
冬
の

季
節
風
、
北
西
か
ら
吹
く
暴
風
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
。
北
前
船
を
通

じ
て
移
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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(四)

今
回
光
夫
著
「
ニ
シ
ン
文
化
史
幻
の
練
・
カ
ム
イ
チ
ェ
ッ
プ
|
』
共

同
文
化
社
一
九
八
六
年

風
と
天
候
の
言
い
伝
え

風
の
呼
び
名

昭
和
の
初
め
の
頃
、
舶
用
の
羅
針
儀
に
は
、
子
丑
寅
で
標
示
し
た
十
二

支
羅
針
儀
が
見
受
け
ら
れ
た
。

方
位
は
十
二
支
で
は
か
り
な
が
ら
も
、
風
の
方
向
は
、
昔
な
が
ら
の

古
風
な
呼
び
名
が
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
に
限
っ
て
も
、
必
ず
し
も
統
一
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
方
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

北

(N)

あ
い
(
増
毛
・
厚
田
・
余
市
)

南

(5)

く
だ
り
(
増
毛
・
厚
田
・
鷲
泊
)

東

(
E
)

や
ま
せ
(
厚
田
・
余
市
・
鷲
泊
)

又
は
ひ
が
し
(
増
毛
)

西

(W)

ひ
か
た
(
余
市
・
鷲
泊
)
に
し
(
浜
益
増
毛
)

「
あ
い
の
風
」
と
い
う
の
は
、
本
来
越
前
・
越
後
以
北
で
東
風
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
北
西
、
北
、
北
東
、
東
風

と
い
ろ
い
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

「
く
だ
り
」
と
い
う
の
は
、
京
を
中
心
と
し
て
の
呼
び
名
と
し
て
自

天
候
と
風
の
言
い
伝
え
(
石
狩
関
係
分
抜
粋
)

O
や
ま
せ
に
雨
な
ら
厚
田
の
練
。
(
厚
田
)

O
漁
期
に
入
っ
て
西
風
が
吹
く
と
、
決
っ
て
漁
が
あ
り
、
南
東
の
風
が

吹
く
と
、
網
に
入
っ
た
練
も
沖
に
去
る
と
い
わ
れ
る
。
(
浜
益
)

O
海
辺
の
石
が
、
波
の
退
く
時
に
強
い
音
を
発
す
る
と
時
化
る
。(

浜
益
)



(五)

江
戸
時
代
の
文
献
に
み
る
北
風
(
子
の
方
位
)
の
呼
び
名
(
抄
)

ア
イ
古
平
、
嘉
永
四
年
古
平
場
所
請
負
人
岡
田
目
録

ア
イ
苫
小
牧
「
蝦
夷
日
記
」
武
藤
勘
裁

ア
イ
の
カ
ゼ
根
室
「
東
蝦
夷
夜
語
」
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
ア
ツ
ナ
ヲ

レ
ラ
」

み
ん
ま
や

=
一
馬
屋
(
一
二
一
厩
)
津
軽
(
注
蝦
夷
地
渡
海
の
基
地
で
あ
っ
た
。
)

『
東
遊
奇
勝
」
帰
路
編
編
者
発
行
山
崎
栄
作
一
一
O
O
六
年

所
載
・
(
注
・
徳
川
幕
府
の
奥
詰
医
師
・
渋
井
長
伯
一
行
が
、
幕
府

の
命
令
を
う
け
、
蝦
夷
地
採
薬
調
査
に
来
た
と
き
(
寛
政
一
一
年
・
一
七

九
九
年
)
の
長
伯
の
日
記
)

ア
イ

干
室
代
妓
夫
氏
行
手
品
噌
ebdAの
ぽ
偽

-17w枠
4
1

ぎ
る
〆
』

t
古
品
係
t
品
問
}
《
今
子
守
統
合
6
4事
J
b
O
T

宅予
嚢
に
蝦
夷
に
行
け
る
時
、
三
厩
の
渡
海
甚
た
穀
難
な
り
、

さ
れ
と
も
風
順
と
能
く
弁
へ
る
時
ハ
難
儀
な
る
事
も
な
き

な
り
(
以
下
略
)

辞
典
で
引
く
「
あ
ゆ
(
東
風
)
」

「
訂
正
増
補
日
本
大
辞
典
こ
と
は
の
い
つ
み
』

落
合
直
文
著
大
倉
書
庖
発
行

明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
第
二
十
一
版
発
行

ぁ
ゅ
の
か
ぜ
園
東
風
。
削
州
U
州
司
を
い
ふ
。
越
後
国
の
古
の
方

言
。
季
花
集
「
あ
ゅ
の
か
ぜ
は
や
ふ
き
か
へ
せ
な
ご

の
志
ほ
た
れ
衣
う
ら
み
の
こ
さ
で
」
九
百
円

『
山
石
波
士
口
語
辞
典
』

側
岩
波
書
庖
一
九
七
五
年
四
月
五
日
第
二
刷
発
行

4
あ
ゆ
(
東
風
)
北
な
い
し
東
の
風
。
ぁ
ゅ
の
か
ぜ
。

「
越
の
俗
語
、
東
風
を
安
由
(
あ
ゆ
)
の
風
と
い
ふ
」
(
万
四
O
一
七
)

マ
今
、
「
あ
い
」
「
あ
い
の
か
ぜ
」
と
い
う
。
臼
頁

『
国
語
大
辞
典
』小

学
館
昭
和
五
十
七
年
二
月
十
日
第
一
版
第
六
刷
発
行

あ
ゆ
(
東
風
)
東
の
風
。
ぁ
ゅ
の
か
ぜ
。
と
う
ふ
う
。
こ
ち
。

※
万
葉
一
四
二
二
二
『
安
由
(
ア
ユ
)
を
疾
(
い

た
)
み
奈
呉
の
浦
廻
に
寄
す
る
波
』

H

の
風
H

あ
ゆ
(
東
風
)
乃
頁

七

俳
句
歳
時
記
で
引
く
「
あ
い
の
風
」

あ
い
の
恥
(
一
一
一
夏
)
あ
え
の
風
あ
い

万
葉
に
は
「
東
風
(
あ
ゅ
の
か
ぜ
)
」
と
し
て
出
て
い
る
古
語
で
、

日
本
海
側
で
呼
ば
れ
て
い
る
風
の
名
で
あ
る
。
山
陰
で
は
束
ま
た
は

北
東
、
北
上
す
る
と
北
西
に
転
ず
る
。
そ
よ
吹
く
夏
の
風
で
、
漁
業

の
人
た
ち
も
舟
路
を
た
ど
る
人
々
に
も
よ
ろ
こ
ば
れ
る
。
↓
や
ま
せ

南
風
夏
の
風
土
用
あ
い
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『
新
撰
俳
句
歳
時
記
〔
夏
〕
」

昭
和
五
十
二
年
再
版

側
明
治
書
院

九
八 編
0 者
円

皆
吉
爽
雨

と
ど
め
よ
浪
枕
ぜ
む
」
(
堀
川
百
首
、
仲
実
朝
臣
)
な
ど
と
詠

ま
れ
、
家
持
の
歌
か
ら
越
の
海
に
吹
く
風
と
し
て
詠
ま
れ
た
こ

と
が
分
る
。
家
持
は
二
首
と
も
「
い
た
く
吹
く
ら
し
」
と
詠
ん

で
い
る
が
、
烈
風
・
暴
風
で
は
な
い
。
催
馬
楽
に
「
み
ち
の
く

ち
た
け
ふ
武
生
の
こ
ふ
国
府
に
、
我
は
あ
り
と
親
に
申
し
た
べ
、

心
あ
ひ
の
風
ゃ
、
さ
き
む
だ
ち
ゃ
」
と
歌
わ
れ
た
の
も
、
「
心

合
ひ
」
と
「
あ
ひ
の
風
」
と
を
懸
け
た
の
で
、
武
生
は
越
前
の

国
府
で
あ
り
、
あ
い
の
風
地
域
に
属
す
る
。
武
生
に
流
浪
し
た

遊
女
が
、
都
の
親
へ
の
こ
と
づ
て
を
あ
い
の
風
に
託
す
る
意
味

で
、
こ
の
風
の
風
位
を
生
か
し
た
歌
で
あ
る
。
「
い
」
と
「
ひ
」

と
は
声
音
相
通
ず
る
。
こ
の
催
馬
楽
か
ら
、
「
心
あ
ひ
の
風
い

づ
方
に
吹
き
ぬ
ら
む
我
に
は
散
ら
す
言
の
葉
も
な
し
」
(
千
五

百
番
歌
合
、
顕
昭
)
な
ど
と
も
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
た
。
(
山

本
健
吉
)
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A
M
ぜ

あ
い
の
風
(
三
夏
)
あ
え
の
風

あ
しミ

あ
ゆ
め
和
そ

{
解
説
】
万
葉
に
す
で
に
東
風
と
し
て
出
て
い
る
古
語
。
裏
日
本
に
知

ら
れ
て
い
る
風
の
名
で
、
風
位
は
山
陰
で
は
東
ま
た
は
北
京
、

そ
れ
が
北
上
に
従
っ
て
北
ま
た
は
北
西
に
転
じ
て
ゆ
く
。
四
月

ご
ろ
か
ら
八
月
ご
ろ
に
わ
た
っ
て
そ
よ
ふ
く
夏
の
風
で
、
舟
路

に
も
漁
業
に
も
喜
、
ば
れ
る
。

↓
や
ま
せ
↓
南
風
↓
は
え

↓
夏
の
風

v
土
用
あ
い

【
考
証
】
万
葉
集
巻
十
七
荷
、
大
伴
家
持
の
歌
に
、
「
斡
闘
い
た
く
吹

く
ら
し
奈
吾
の
海
人
の
釣
す
る
小
舟
祷
ぎ
隠
る
見
ゆ
」
と
あ
り
、

「
東
風
」
に
「
越
の
俗
、
東
風
を
あ
ゅ
の
風
と
い
へ
り
」
と
註

記
が
あ
る
。
も
う
け
首
、
家
持
は
越
中
か
ら
上
京
し
よ
う
と
す

る
途
次
「
あ
ゅ
の
か
ぜ
東
風
い
た
く
し
吹
け
ば
」
と
長
歌
に
詠

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
家
持
が
越
中
地
方
の
舟
乗
り

や
漁
民
が
用
い
て
い
た
方
言
を
歌
詞
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
地
方
で
使
わ
れ
て
い
た
「
東
風
」
(
万
葉
に
朝

東
風
の
用
例
が
あ
る
)
と
は
、
風
位
は
だ
い
た
い
同
じ
で
も
、

違
っ
た
性
質
の
風
と
し
て
、
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
で

も
日
本
海
沿
岸
地
方
に
は
、
「
あ
い
の
風
」
「
あ
え
の
風
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
風
で
、
場
所
に
よ
っ
て
風
位
は
少
し
ず
つ
ず

れ
て
来
る
か
ら
、
正
確
に
東
風
と
は
限
ら
な
い
。
四
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
吹
く
夏
の
そ
よ
風
で
あ
り
、
こ
の
風
に
乗
っ
て
上

方
へ
交
通
し
た
た
め
、
舟
乗
り
た
ち
は
順
風
と
し
て
喜
ば
れ
る
。

平
安
時
代
に
も
「
越
の
海
あ
ゅ
の
風
ふ
く
な
ご
の
海
に
舟
は

「
俳
句
歳
時
記
(
全
五
巻
)
夏
の
部
』

編
集
代
表
富
安
風
生
側
平
凡
社

一
九
八
四
年
初
版
第
二
六
刷
一
四
O

O
円

(
付
記
)
前
期
の
歳
時
記
に
は
、
解
説
等
が
あ
っ
て
も
、
俳
句
作
品
が

な
い
の
で
、
市
販
の
数
多
い
歳
時
記
(
夏
)
を
調
べ
あ
げ
た

結
果
、
や
っ
と
次
の
二
作
品
掲
載
本
を
見
出
し
た
。

海
川
や
藍
風
わ
た
る
袖
の
浦曽

良

あ
い
の
風
松
は
枯
れ
て
も
歌
枕

源
義

(
姓
は
河
合
、
江
戸
時
代
の
俳
人
)

(
姓
は
角
川
、
現
代
俳
人

故
人
)

『
最
新
俳
句
歳
時
記
(
夏
)
』



山
本
健
土
ロ
編

文
雲
春
秋

一
九
七
七
年

そ
れ
だ
け
で
は
と
、
北
海
道
俳
人
の
句
作
品
か
ら
成
っ
た
私
刊
の

「
蝦
夷
歳
時
記
』
佐
々
木
丁
冬
・
佐
々
木
悠
乃
共
編
昭
和
四
0

年
代
発
行
の
各
集
と
、
『
岩
内
歳
時
記
』
武
田
み
さ
子
編

昭
和
四
0
年
代
発
行
(
非
売
品
)
各
集
に
目
を
と
お
し
た
が
、
季

語
の
「
あ
い
の
風
」
す
ら
見
当
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
て
は
漁
業
王
国

で
あ
っ
た
北
海
道
で
さ
え
、
一
般
に
は
知
ら
れ
ず
、
使
用
さ
れ
る
こ

と
の
少
な
か
っ
た
特
異
な
風
の
気
象
用
語
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た

か
ら
、
で
済
ま
せ
る
の
は
心
残
る
。
語
感
が
良
く
、
和
み
の
夏
の
順

風
を
い
う
「
あ
い
風
」
(
あ
い
)
の
啓
発
に
努
め
、
愛
用
を
普
及
さ

せ
た
い
。

あ

い

風

田

中

み

の

る

句

あ
い
吹
け
り
愛
冠
岬
よ
く
明
け
て
(
石
狩
)

か

み

が

た

み

な

と

あ

い

の

風

鮭

積

み

船

は

上

方

へ

(

石

狩

湊

)

べ
ん
き
い
お
ね

弁

財

船

投

描

地

碑

ゃ

あ

い

の

風

(

古

湾

浜

)

「
あ
い
の
風
は
練
寄
せ
し
」
と
厚
田
漁
夫

お

ふ

ゆ

さ

き

か

わ

あ
い
風
や
雄
冬
の
岬
を
燥
し
け
り

(
浜
益

四
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
東
風
(
あ
ゆ
か
ぜ
)
」

『
新
訓
蔦
葉
集
』
下
巻
(
改
訂
再
版
)
佐
佐
木
信
網
編

岩
波
書
庖
(
岩
波
文
庫
)
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十
日
発
行
第
二
十
五
版

囚
C

一
七
時
駒
越
の
俗
語
、
東
風
を
安
直
乃
是
と
い
へ
り

い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海
女
の
釣
す
る
を
ぶ
ね
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ

十

七

巻

山

頁

五
、
民
謡
に
瞭
わ
れ
た
「
あ
い
L

風

『
H
本
民
謡
集
』
町
田
嘉
章
・
浅
野
建
二
一
編
岩
波
書
庖
(
岩
波
文
庫
)

昭
和
四
四
年
第
一

O
刷
、
に
収
録
の
民
謡
か
ら
抜
粋
す

る。

り
ょ
A
7
づ

両
津
甚
句

舟
ど
め
か

(
解
)
方
言
、
東
南
風
。
佐
渡
小
木
港
。
東
風
。
島
根
県
美
保
関
町
。

同
能
義
郡
荒
島
町
。
富
山
。
石
川
。
島
根
の
一
部
で
は
東
北
風
の

意
に
も
。

結
局
「
舟
ど
め
か
」
と
も
。
雪
解
け
頃
の
増
水
の
た
め
越
佐
聞
の

欠
航
す
る
意
。

あ
い
が
吹
か
ぬ
か

の

荷
が
の
無
う
て
来
ぬ
か

但
し
ゃ
新
潟
の

田
切
唄

•••• 
あ
い
の
風
さ
は
男
で
な
い
か

(
石
川
)

寝
と
る
寝
肌
へ
そ
よ
そ

ト
ム
日
レ
」

(
解
)
夏
か
ら
秋
へ
か
け
て
吹
く
北
若
し
く
は
北
東
の
風

イ
ヤ
サ
カ
音
頭
(
子
は
た
き
音
頭
)
北
海
道
豊
浦
町

ハ
l
イ
ヤ
サ
カ
サ
ッ
サ
ア
イ
の
朝
ナ
ギ
く
だ
り
の
夜
ナ
ギ
/
ハ
!

イ
ヤ
サ
カ
サ
ッ
サ
/
心
ま
よ
は
す
ヨ

l
南
風
/
ヤ
l
リ
ヤ
南
風
/

ま
よ
は
す
ノ
l
南
風
/
ハ

l
イ
ヤ
サ
カ
サ
ツ
サ
(
以
下
略
)

子
た
た
き
音
頭
(
イ
ヤ
サ
カ
音
頭
)
北
海
道
積
丹
町
仏

あ
い
の
吹
く
の
に
な
ぜ
船
来
な
い
/
ア
l
イ
ヤ
サ
カ
サ
サ
/
荷
物

な
い
の
か
ノ
l
船
止
め
か
な
い
の
か
ノ
l

/
船
止
め
た
/
ア
l
イ

ヤ
サ
カ
サ
ッ
サ
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鱈
釣
り
口
説
節
北
海
道
南
茅
部
町
(
現
函
館
市
)

眠
り
す
ご
せ
ば
弟
(
お
ど
と
)
が
起
し
/
恵
山
お
山
の
煙
り
を
見

れ
ば
/
ア
イ
が
北
西
風
(
た
ば
か
ぜ
)
か
南
西
(
し
か
だ
)
の
雲

よ
/
シ
カ
ダ
風
と
は
ア
リ
ヤ
恐
し
い
オ
エ
ア
シ
カ
ダ
風
と
は
ア

リ
ヤ
恐
ろ
し
い
/
昔
年
寄
の
た
ど
い
ご
と
き
け
ば
/
シ
カ
ダ
風
と

は
人
と
る
風
よ
/
サ
l
サ
こ
れ
か
ら
縄
と
る
仕
度
(
以
下
略
)

六
、
ア
イ
ノ
カ
ゼ
(
ア
イ
)
の
こ
と
わ
ざ
(
抄
)

「
気
象
と
生
活
」
津
軽
海
峡
の
天
候
と
こ
と
わ
ざ
北
海
道
新
聞

平
成
二
年
一
月
一
一
ム
ハ
日
付
、
(
函
館
・
報
道
部
山
本
伸
夫
)
に
、
次
の
記

述
が
あ
る
。
(
抜
)

津
軽
海
峡
一
帯
で
流
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
。

「
ア
イ
の
朝
凪
(
な
ぎ
て
ク
ダ
リ
の
夜
凪
」
(
北
西
は
朝
一
時
な
ぎ
に
な

り
、
南
よ
り
の
風
は
日
中
い
く
ら
吹
い
て
も
夜
は
弱
ま
る
)
。

漁
の
多
寡
に
も
及
ぶ
こ
と
わ
ざ
、
函
館
市
入
舟
町
鈴
木
周
一
(
六
九
)
さ
ん
。

「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
(
東
ま
た
は
北
の
風
)
吹
け
ば
鍋
(
な
ベ
)
の
魚
も
逃
げ
る
」

H

函
館
地
区
。

ま
た
、
他
の
文
献
を
読
む
と
、
「
ア
イ
の
風
」
の
こ
と
わ
ざ
は
、
北
海
道

各
漁
村
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
、
東
利
尻
町
、
羽

幌
町
、
増
毛
町
、
古
平
町
、
島
牧
村
、
上
ノ
国
町
、
奥
尻
町
、
福
島
町
、
南

茅
部
町
、
長
万
部
町
等
々
。

な
お
、
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
が
吹
け
ば
、
ド
ン
ブ
リ
の
魚
も
い
な
く
な
る
」

厚
岸
町
も
あ
る
。

七
、
ま
と
め

風
の
呼
び
名
「
あ
い
風
」
(
あ
い
)
に
つ
い
て
、
海
の
気
象
用
語
の
ほ
か
広

い
観
点
か
ら
、
確
か
な
先
行
業
績
の
史
資
料
と
、
地
元
漁
業
者
の
間
取
り
を

核
と
し
て
記
述
し
て
き
た
。
考
究
・
考
一
察
に
乏
し
く
、
原
史
料
に
よ
っ
て
語

ら
せ
る
方
式
を
取
っ
た
の
で
、
史
料
集
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
と
し
て
も
、
「
あ
い
風
」
と
呼
ん
で
も
、
そ
の
使
用
す
る
土
地
々
々
で
、

方
位
も
吹
き
方
も
一
定
で
な
い
こ
と
。
「
あ
い
風
」
と
漁
業
の
関
わ
り
に
つ

い
て
も
、
且
一
旦
凶
漁
が
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
で
判
然
と
分
れ
る
こ
と
な
ど
を

明
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
「
あ
い
風
」
を
使
用
す
る
場
合
は
用
語
の
定
義
を

先
ず
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
頂
い
た
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、
石
狩
市
の
住
民
に
す
ら
馴
染
み
薄
く
、
北
風
と
聞
け
ば
、
寒

く
冷
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
「
あ
い
風
」
で
も
あ
る
。
「
あ
い
風
」
の

石
狩
な
り
の
定
義
を
論
議
す
る
一
助
と
も
な
れ
ば
、
こ
の
小
論
考
の
効
用
は

上
々
で
う
れ
し
い
。
(
二
O
O
七
年
一
月
一
一
一
一
日
筆
了
)

編
著
者
吉
岡
玉
吉
(
生
家
は
漁
業
三
代
目
)

田
中
賓
(
生
家
は
海
産
商
四
代
目
)

と
も
に
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
昭
和
十
五
年
卒
業
生
。
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